
は
じ
め
に

「
当
社
鎮
座
以
来
、
永
禄
以
前
、
社
領
西
京
七
保
之
封
疆
、
并
洛
中
洛
外

之
麹
役
之
得
利
被
成
下
、
神
事
祭
礼
已
下
、
厳
重
ニ
被
仰
付
候
」。
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
二
）、
北
野
社
に
奉
仕
す
る
西
京
社
人
（
神
人
）
ら
は
、

自
ら
の
由
緒
を
こ
う
述
べ
た
上
で
、
八
百
年
続
い
て
き
た
社
人
職
の
退
転

を
歎
き
訴
え
た
（
1
）。

こ
こ
で
社
人
ら
の
い
う
「
西
京
七
保
之
封

〔
ほ
う
き
ょ
う
〕
疆
（
国
境
の
意
）」
と
は
、自

ら
が
住
居
す
る
北
野
社
膝
下
西
京
の
範
囲
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
北
野
社

と
の
関
係
が
連
綿
と
続
い
て
き
た
と
い
う
歴
史
と
由
緒
が
込
め
ら
れ
た
言

葉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
「
西
京
七
保
」
の
各
保
に
住
居
し
、
各

御
供
所
を
通
じ
て
北
野
社
へ
御
供
を
貢
納
し
つ
つ
、
北
野
社
の
神
事
や
祭

礼
に
参
仕
し
、
北
野
社
か
ら
酒
麹
役
の
利
益
や
社
人
職
の
特
権
を
付
与
さ

れ
て
き
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
北
野
社
膝
下
西
京
の
歴
史
は
、

ま
さ
に
、
北
野
社
と
社
人
（
神
人
）
と
の
関
係
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

な
か
で
も
、「
西
京
七
保
之
封
疆
」
の
範
囲
や
理
解
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
（
2
）。
そ
れ
を
踏
ま
え
本
稿
で
検
討

し
た
い
の
は
、
北
野
社
御
供
所
八
嶋
屋
へ
御
供
を
貢
納
す
る
社
人
ら
の
活

動
の
拠
点
と
な
る
、「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世
に
お
け
る
様
相
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
の
実
態
は
、『
北
野
社
家
日
記
』
や
『
目
代
日
記
』
な
ど
の

史
料
か
ら
殆
ど
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
ず
は
近
世
の
様
相
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
遡
及
的
に
検
討
し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
必
要

で
あ
る
。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
六
月
、
北
野
社
社
人
と
宮
仕
・
松
梅
院
の
間

で
確
認
さ
れ
た
条
々
に
は
、「
安
楽
寺
縁
起
之
内
ニ
、
御
本
社
ゟ
以
前
、
七

「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世

―
御
供
所
寺
院
と
そ
の
維
持
・
管
理

―

高　
　

橋　
　

大　
　

樹
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一
二
〇

保
御
供
所
建
立
之
起
在
之
」
と
北
野
社
創
建
以
前
に
「
西
京
七
保
」
の
御

供
所
が
建
立
さ
れ
た
と
の
由
緒
が
問
題
と
な
り
、「
七
保
乃
神
供
所
七
ヶ
寺

を
建
立
与
相
認
」
と
修
正
さ
れ
た
（
3
）。
こ
れ
ら
古
い
由
緒
を
も
つ
と
さ
れ
る

「
西
京
七
保
」
の
各
保
は
、
元
禄
期
に
寺
院
名
が
付
さ
れ
て
お
り
（
4
）、
御
供

調
進
の
場
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
社

人
結
集
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
前
稿
で
、
中
世
後
期
に
お
い
て
「
西
京
七
保
」
か
ら
北
野
社
へ

貢
納
さ
れ
る
御
供
の
調
進
・
備
進
・
支
配
の
実
態
を
、
社
内
御
供
所
八
嶋

屋
の
存
在
形
態
を
通
じ
て
検
討
し
た
が
﹇
高
橋
二
〇
一
〇
﹈、「
西
京
七
保
」

に
存
在
し
た
各
御
供
所
の
歴
史
的
変
遷
お
よ
び
維
持
・
運
営
な
ど
は
さ
ら

に
検
討
を
要
し
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
は
第
一
章
で
「
西
京
七
保
」
御
供
所
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
理
解
を
整
理
し
、
元
禄
年
間
頃
か
ら
明
記
さ
れ
る
寺
院
名
・
保
名
に

つ
い
て
、『
北
野
誌
』
の
記
述
か
ら
遡
及
的
に
検
討
す
る
。
第
二
章
で
は
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
一
つ
で
あ
る
第
三
保
長
宝
寺

を
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
維
持
・
運
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
第
三

章
で
社
人
仲
間
と
各
御
供
所
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、本
稿
で
は
、

「
西
京
七
保
」
の
各
保
御
供
所
の
寺
院
を
指
し
て
以
下
、「
御
供
所
寺
院
」

と
使
用
す
る
。

第
１
章　
「
西
京
七
保
之
封
疆
」
と
御
供
所

〈
1
〉『
北
野
誌
』
叙
述
の
検
討

ま
ず
、
北
野
社
お
よ
び
西
京
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
き

た
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
編
纂
の
『
北
野
誌
』
に
は
、
西
京
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
そ
の
関
係
箇
所
を
引
用

し
よ
う
。

【
史
料
1
】  『
北
野
誌
』（
北
野
神
社
社
務
所
編
纂
・
國
學
院
大
學
出
版
部

発
行
）

祠
官
宮
仕
の
外
に
、
西
京
に
住
め
る
社
人
と
稱
す
る
も
の
あ
り
き
、

こ
れ
は
初
め
、
北﹇

Ａ
﹈野

社
創
立
の
時
、
右
京
一
條
よ
り
二
條
ま
で
の
地

に
於
て
七
ヶ
所
の
御
供
所
を
建
て
た
り
、
こ
れ
を
七
保
と
い
ひ
き
、

（
中
略
）
保
と
は
平
安
城
大
内
裏
を
起
さ
れ
し
時
、京
城
を
區
劃
せ
ら

れ
し
名
稱
に
し
て
、
壹
町
即
ち
四
十
丈
四
方
を
四
目
結
の
如
く
四
つ

合
せ
て
、
貳
町
四
方
を
一
保
と
い
ひ
、
保
を
又
四
目
結
の
如
く
四
つ

合
せ
て
四
町
、
四
方
十
六
町
を
一
坊
と
い
ひ
、
坊
を
ま
た
か
く
の
こ

と
く
し
て
、
四
つ
合
せ
た
る
を
一
條
と
い
ひ
た
り
、
そ﹇

Ｂ
﹈の

保
を
七
つ

の
御
供
所
に
充
て
ら
れ
し
故
に
七
保
の
稱
は
起
こ
れ
り〔

マ
マ
〕）

そ
の
保
名

は
一
保
安
楽
寺
、
二
保
東
光
寺
、
三
保
長
寳
寺
、
四
保
新
長
谷
寺
、

五
保
満
願
寺
、
六
保
阿
彌
陀
寺
、
七
保
成
願
寺
と
稱
せ
り
、
そ
の
一

保
安
楽
寺
は
即
ち
延
喜
五
年
二
月
に
社
人
の
祖
先
等
神
像
を
宰
府
よ



「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世　
　

高
橋　

大
樹 

一
二
一

り
奉
祀
し
来
れ
る
處
に
て
、
京
都
に
て
公
を
祭
り
し
最
初
の
地
な
り

と
い
ふ
、

か
く
定
ま
り
て
は
、
従
来
安
楽
寺
に
奉
仕
せ
し
も
の
ど
も
を
、
北
野

神
人
と
稱
せ
し
め
、
七
組
に
分
ち
神
事
に
奉
仕
せ
し
め
た
り
、
こ
の

神
人
は
均
し
く
曼
殊
院
に
屬
す
と
雖
も
、
祠
官
宮
仕
等
と
異
な
り
て

法
躰
に
あ
ら
ず
、
宮
の
執
奏
に
依
り
て
、
従
六
位
下
國
の
介
よ
り
従

四
位
下
國
の
守
に
叙
任
せ
ら
る
ゝ
を
例
と
せ
り
、（
中
略
）

年﹇
Ｃ
﹈中

六
ヶ
度
に
（
正
月
元
旦
、
同
七
日
、
二
月
廿
五
日
、
三
月
三
日
、

七
月
七
日
、
九
月
九
日
）
七
保
の
御
供
所
に
於
て
神
饌
を
調
理
し
、

本
社
に
獻
ぜ
し
の
み
、
か
く
て
常
に
は
御
供
所
を
守
護
し
、
安
楽
寺

天
満
宮
に
勤
仕
し
、
そ
の
餘
暇
は
各
農
商
の
業
を
営
み
奉
り
し
が
、

延
享
四
年
に
至
り
て
神
人
の
稱
を
廃
し
て
、
社
人
と
稱
せ
し
め
ら

る
ゝ
事
と
な
り
ぬ
、（
後
略
）

 

〔
太
字
・
傍
線
・
読
点
は
筆
者
。
以
下
同
様
に
て
略
〕

ま
ず
傍
線
部
﹇
A
﹈
で
、
社
人
と
七
保
の
来
歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
北
野
社
が
創
建
さ
れ
た
と
き
、
右
京
一
条
か
ら
二
条
に
七
ヶ

所
の
御
供
所
を
建
て
、
七
保
と
い
っ
た
と
い
い
、
傍
線
部
﹇
B
﹈
で
そ
の

七
つ
の
名
称
を
記
す
。
傍
線
部
﹇
C
﹈
で
は
、
そ
の
七
保
の
御
供
所
で
神

饌
を
調
理
し
て
、
本
社
に
献
上
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
か
か
る
七
つ
保
の

御
供
所
に
奉
仕
す
る
神
人
ら
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
改
称
し
て
社

人
と
な
っ
た
と
説
明
す
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
説
明
を
具
体
的
に
別
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
傍
線
部
﹇
A
﹈
に
つ
い
て
は
、
中
世
段
階
に
お
け
る
西

京
の
「
御
供
所
」
に
関
す
る
記
述
は
管
見
の
か
ぎ
り
具
体
的
に
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
永
禄
年
間
、

御
供
は
上
下
保
だ
け
で
な
く
、「
二
三
条
保
内
社
」
か
ら
も
北
野
社
御
供
所

八
嶋
屋
へ
貢
納
さ
れ
て
い
た
﹇
高
橋
二
〇
一
〇
﹈。

ま
た
三
枝
暁
子
氏
は
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
「
祭
礼
引
付
」
の

記
事
か
ら
、「
馬
上
七
騎
」
と
「
七
保
」
の
対
応
関
係
を
指
摘
し
つ
つ
、

「「
七
保
」
の
各
「
保
」
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
西
京
の

「
保
」
が
、節
句
ご
と
に
神
供
を
負
担
す
る
土
地
区
画
を
さ
す
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
、
鎌
倉
期
以
降
、
様
々
な
呼
称
で
呼
ば
れ
た
「
保
」
が
存
在
し
た

が
、
室
町
期
以
降
、
そ
れ
ら
の
「
保
」
の
中
か
ら
「
七
保
」
と
い
う
新
た

な
編
成
単
位
が
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
す
る
﹇
三
枝
二
〇
一
一
﹈。

「
西
京
七
保
」
の
存
在
自
体
に
つ
い
て
、慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
小
野
氏
の

見
解
﹇
小
野
一
九
八
七
﹈
か
ら
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、「
西
京
七
保
」
が
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
か
ら
存
在
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
範
囲
を
具
体
的
に
措
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え

ば
、
貝
英
幸
氏
は
そ
れ
を
段
銭
賦
課
の
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
指
摘
し

て
お
り
﹇
貝
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
﹈、
確
か
に
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に

八
嶋
屋
修
復
の
段
銭
賦
課
の
際
に
も
「
西
京
七
保
」
と
い
う
呼
称
が
使
用

さ
れ
て
い
る
﹇
高
橋
二
〇
一
〇
﹈。
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一
二
二

さ
ら
に
、
慶
長
七
年
の
神
人
等
交
名
で
あ
る
「
社
人
連
氏
」
に
は
、「
西

京
七
保
」
神
人
ら
が
す
で
に
五
つ
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
中
近
世
移
行
期

に
お
け
る
「
西
京
七
保
」
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
（
5
）。

で
は
一
方
で
、
傍
線
部
﹇
B
﹈
で
説
明
さ
れ
る
保
名
と
寺
院
名
の
淵
源

は
い
つ
ま
で
遡
れ
る
の
か
。
例
え
ば
、
東
光
寺
保
の
東
光
寺
が
、
既
に
中

世
末
期
に
見
出
せ
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
特
に
次
の
記
述
は
注
目
し
て
よ

い
。【

史
料
2
】  「
永
禄
四
年
古
記
録
乙
」
九
月
九
日
条
（『
北
野
天
満
宮
史
料　

古
文
書
』）

一
、  九
日
、
御
神
供
参
候
、
能
乗
観〔
歓
〕楽
仕
候
間
、
我
等
西
京
へ
参
候
、

東
光
寺
よ
り
壱
貫
文
請
取
候
、去
年
之
未
遣
三
百
三
拾
弐
文
請
取

申
候
、
両
内
三
百
三
拾
弐
文
少
間
之
わ
ひ
事
ニ
候
間
、
未
遣
候
分

也
、

右
に
よ
り
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
九
月
九
日
、「
我
等
（
宮
仕
）」
が

病
気
に
か
か
っ
た
能
乗
の
代
わ
り
に
西
京
へ
参
り
、
東
光
寺
か
ら
一
貫
文

を
受
け
取
り
、
そ
れ
が
去
年
の
未
進
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
東
光
寺
と
い
う
寺
院
を
通
じ
て
、
北
野
社
八
嶋
屋
へ
御
供
銭
が
貢
納

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
国
期
の
寺
院
名
と
、
後
世
に
「
○
○
保
」
と
冠
せ
ら
れ

た
寺
院
名
を
直
線
で
結
び
つ
け
る
に
は
、
西
京
の
近
世
的
展
開
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
三
枝
氏
の
次
の
指
摘
が
重

要
で
あ
る
﹇
三
枝
二
〇
一
一
﹈。

各
保
の
名
に
付
さ
れ
て
い
る
寺
院
の
成
り
立
ち
は
必
ず
し
も
明
確
で

な
い
が
、
例
え
ば
東
光
寺
保
の
「
東
光
寺
」
が
戦
国
期
に
は
確
認
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
西

京
神
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
寺

院
は
、
神
人
に
よ
っ
て
天
神
を
独
自
に
祀
り
御
供
を
備
え
る
た
め
の

重
要
な
場
。

確
か
に
近
世
の
新
長
谷
寺
や
長
宝
寺
の
指
図
に
は
、
観
音
堂
が
描
か
れ

て
お
り
、
天
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
（
6
）。
ち
な
み
に
、
新
長
谷

寺
は
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
に
三
条
西
実
隆
が
参
詣
し
て
お
り
、
当

時
す
で
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
7
）。
ま
た
、
実
態
は
不
明
だ
が

天
正
期
に
は
満
願
寺
の
存
在
も
見
出
せ
（
8
）、「
西
京
七
保
」
に
冠
せ
ら
れ
る

寺
院
は
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
「
七
つ
の
保
」
と
「
七
つ
の
御
供
所
」
を
具
体

的
に
繋
げ
る
史
料
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
、ま
た
慶
長
七
年
の
段
階
で
、

五
つ
の
保
で
あ
る
こ
と
を
踏
え
る
と
（
9
）、「
七
つ
」
と
い
う
数
字
に
当
て
は

め
て
考
え
る
こ
と
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

〈
2
〉「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
理
解

次
に
「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
理
解
に
つ
い
て
、「
京
都
坊
目
誌
」（
大

正
四
年
（
10
））
お
よ
び
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
川
井
銀
之
助
氏
の
論
文
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一
二
三

「
北
野
天
満
宮
と
七
保
御
供
所
攷
」
で
の
説
明
を
確
認
し
て
お
く
﹇
川
井

一
九
三
四
﹈。
そ
こ
で
記
述
さ
れ
整
理
さ
れ
た
保
・
寺
院
名
な
ど
を
﹇
表

1
﹈
に
ま
と
め
た
。

﹇
表
1
﹈
よ
り
、
川
井
氏
が
具
体
的
な
七
つ
に
措
定
す
る
「
西
京
七
保
」

の
御
供
所
寺
院
も
、
そ
の
大
半
が
廃
絶
や
移
転
を
経
て
、
明
治
期
を
迎
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
「
京
都
坊
目
誌
」
お
よ
び
川
井

氏
の
説
明
に
あ
る
、
各
寺
院
を
中
世
以
来
連
綿
と
続
い
て
き
た
と
す
る
に

は
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
七
つ
の
保
、
七
つ
の
御
供
所
と
い
う
捉
え
方
は
、『
北
野

誌
』
以
外
に
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
近

世
後
期
に
記
さ
れ
た
次
の
神
宮
寺
由
緒
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
当
該
期
の
御

供
所
お
よ
び
「
保
」、ま
た
西
京
社
人
ら
の
歴
史
認
識
を
伺
い
知
る
上
で
重

要
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
3
】「
安
楽
寺
修
復
由
緒
書
」〔
本
郷
家
文
書
三
九
二
号
〕

由
緒
之
儀
者
、
従
往
古
申
伝
処

朱
雀
天
皇
御
宇
、
天
慶
四
年
辛
丑
年
、
勅
命
よ
つ
て
長
安
之
西
、
右

近
馬
場
辺
ニ
、
八
町
四
面
ニ
七
所
之
神
宮
寺
ヲ
御
建
立
、

　

一
保　

安
楽
寺　
　

二
保　

東
光
寺

　

三
保　

長
宝
寺　
　

中
保　

新
長
谷
寺

　

五
保　

満
願
寺　
　

六
保　

阿
弥
陀
寺

　

七
保　

成
願
寺

右
宰
府
被
為
准〔

準
拠
〕挙
、
表
門
通
ニ
、
筑
紫
町
与
唱
、
当
社
安
楽
寺
、

﹇　
　

﹈
本
朝
天
満
宮

〔
以
下
虫
損
〕

　
　

こ
の
史
料
は
後
半
部
お
よ
び
年
紀
を
欠
く
が
、
安
楽
寺
修
復
に
か
か
る

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
北
野
社
人
惣
代
川
井
但
馬
介
の
書
付
に
付

随
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
史
料
も
同
時
期
以
降
の
成
立
と
比
定
で
き
る
（
11
）。

こ
こ
に
「
西
京
七
保
」
御
供
所
が
「
七
所
」
の
神
宮
寺
と
し
て
創
建
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
と
認
識
が
、
後
の
『
北
野
誌
』
の

記
述
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
西
京
七
保
」が
七
つ

の
保
と
し
て
確
定
し
て
い
く
過
程
は
、
あ
る
意
味
で
「
七
保
」
に
整
合
性

を
持
た
せ
る
た
め
七
つ
の
寺
院
を
当
て
は
め
、
由
緒
を
確
認
し
て
い
く
状

況
と
期
を
一
に
す
る
。
社
人
（
神
人
）
ら
が
、
自
ら
の
由
緒
を
再
生
成
し

て
い
く
際
の
歴
史
的
な
認
識
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
先
に
触
れ
た
御
供
所
の
由
緒
を
め
ぐ
る
争
論
の
史
料
を
改
め

て
検
討
し
て
お
こ
う
。

【
史
料
4
】 「
安
楽
寺
縁
起
宝
物
争
論
一
札
」〔
本
郷
家
文
書
二
四
六
号
〕

　
　
　

為
取
替
一
札

一
、  

社
人
支
配
西
京
安
楽
寺
、
為
拝
仕
度
奉
願
候
処
、
縁
起
其
外
宝

物
之
内
、
并
御
祓
札
守
、
社
人
ゟ
差
出
候
ニ
付
、
宮
仕
中
ゟ
差

支
申
立
候
ニ
付
、
社
人
ゟ
宮
仕
中
相
手
取
、
今
般
御
願
申
上
、

既　

御
裏
判
頂
戴
仕
候
処
、
下
ニ
而
及
対
談
、
左
之
通
、
示
談

相
調
候
ニ
付
、
後
〻
故
障
為
無
之
、
為
取
替
置
候
箇
条
書
、
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［表 1］
「京都坊目誌」 川井銀之助氏論文

七保社址

北野神社神供所。七保は伝て天暦年
中の創設と云ふ。皆明治六年七月に
廃せられ、祭神を北野に移し末社と
す

一ノ保社

北町にあり。菅神を祭る。安楽寺天
神と号す。延喜五年二月九日、筑紫
より之に移すと云ふ。また子規天神
と呼ぶ。中世社殿に子規の彫刻物を
装置せしより合（号）とす。今、彫
刻物は北野神社に蔵す。

一保
安楽寺

末社に白太夫、福部、稲荷、猿田彦、
御霊の五社。地蔵堂に地蔵尊（明治
二年に川井家保管→大正九年に浄土
宗弘誓寺に安置）・不動石を安置。明
治六年上地、宝物は北野本社に遷座。
明治八年に民有地（選佛寺所有）。明
治三十九年に御供所跡に「一之保神
社」を祭祀。

二ノ保社 堀河町にあり。文政九年四月廃す。 二保
東光寺

土蔵に薬師如来木像・十二神像（川
井家保管→浄土宗弘誓寺に安置）。 
明治六年上地、明治八年民有地。

三ノ保社

西町にあり。野見宿祢を祀る。菅神
の作と云ふ梅樹を以て彫刻せる十一
面観音像を安置す。之を長宝寺と号
す。

三保
長宝寺

十一面観音を安置。木造は明治二年
に向南側の浄土宗成願寺に遷座。明
治六年上地、明治八年に民有地。（後
述・検討）

四之保社

仲保社にあり。今葛野郡に属す。元
文五年三月廃社す。之を新長谷寺と
云へり。菅神作の枕箱観世音を安す。
此堂を捨衣堂と称す。中古此所を以
て北野旅所とす。乃ち神輿行在の地
也。後世神輿岡を以て旅所とす。康
富記に、宝徳二年八月一日、北野神
輿令出西京御旅所とあるは之とす。

四保
新長谷寺

捨衣堂・麗衣堂とも。菅原道真作と
いう枕箱観世音を安置。元文五年の
取壊し時に第一保御供所に遷座。（御
前十一面千手観音は川井家保管→弘
誓寺に安置）。明治六年上地、同十二
年払下。

五之保社 行衛町にあり。満願寺と号す。元禄
十五年岡崎に移す。

五保
満願寺

薬師仏安置。元禄十五年に寺号・仏
像・敷地と共に他に譲る。（→洛東岡
崎町法華宗満願寺は寺号を移したも
の）

六之保社 同町にあり。阿弥陀寺と号す。寛保
三年御供所を廃す。

六保
阿彌陀寺

阿弥陀安置。寛保三年に廃絶。現在
の跡地の石碑には「元阿弥陀寺跡、
慈雲尊者遷化之霊地」

七ノ保社

葛野郡花園村字辻にあり。菅神を祀
る。成願寺と号す。元和二年、仏像、
寺号、及敷地一反五畝十六歩日蓮宗
に譲る。今の成願寺是也。

七保
成願寺

元和元年に寺号（某法華宗僧）・仏像
（浄土宗西蓮寺へ）を譲る。三井家菩
提寺。明治六年上地、神殿・拝殿は
北野社御旅所へ移し、御輿岡神社に
改めて鎮祭。明治十二年民有地。
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一
、  

安
楽
寺
縁
起
之
内
ニ
、
御
本
社
ゟ
以
前
、
七
保
御
供
所
建
立
之

起
在
之
候
得
共
、
此
義
、
於
本
社
差
支
候
事
故
、
相
改
後
、
七

保
乃
神
供
所
七
ヶ
寺
を
建
立
与
相
認
、
文
面
如
別
帳
、

一
、  
啼
郭
公
木
作

　
　

  
啼
郭
公
之
義
、
本
社
宝
物
差
支
ニ
付
、
称
号
相
改
、
縁
起
建
札
、

并
絵
図
等
ニ
茂
、
郭
公
之
神
宝
と
計
、
相
記
申
候
事
、
尤
縁
起

建
札
等
如
別
帳
、

一
、  

神
事
祭
礼
之
古
画
、
右
者
、
御
本
社
御
祭
礼
之
図
ニ
而
茂
無
之
、

御
旅
所
御
規
式
ニ
而
茂
無
之
候
事
、

一
、
御
絵
伝
、
右
者
、
世
間
流
布
之
御
伝
記
ニ
御
座
候
事
、

一
、  

霊
仏
霊
宝
之
義
者
、
別
紙
之
通
、
記
置
候
内
、
為
取
替
状
点
数

之
外
、
由
来
等
御
座
候
共
、
板
行
等
無
之
候
、
尤　

御
本
社
ニ

差
支
無
之
様
、
可
申
述
候
事
、

一
、  

御
札
守
之
義
者
、
差
出
シ
不
申
候
、
御
祓
之
義
者
、
文
化
八
年

済
状
面
之
通
、
相
心
得
可
申
候
事
、

　
　
　

  

但
、
右
之
通
ニ
候
得
共
、
今
度
格
別
之
対
談
を
以
、
開
帳
為

拝
之
節
〻
、
参
詣
之
内
乞
請
度
旨
申
も
の
計
江
者
、
御
祓
相

授
可
申
候
、
右
開
帳
為
拝
中
ニ
限
り
、
其
余
例
ニ
者
、
相
成

間
鋪
候
事
、

　

  

右
之
通
、
熟
談
相
懸
、
双
方
申
分
無
之
候
、
以
来
、
為
拝
等
仕
候

節
〻
、
宝
物
増
減
在
之
候
て
、
社
人
中
ゟ
宮
仕
中
江
、
御
本
社
差

支
無
之
様
、
対
談
可
申
候
、
然
ル
上
者
、
少
も
異
乱
申
分
無
御
座

候
、
尤
梅
松
院
役
人
江
茂
申
談
、
取
噯
仕
候
義
も
御
座
候
ニ
付
、
松

梅
院
ニ
お
ゐ
て
も
、
承
知
罷
在
候
義
ニ
御
座
候
ニ
付
、
松
梅
院
役

人
河
合
謙
助
義
も
連
印
仕
候
而
、永
世
互
ニ
争
論
ヶ
間
鋪
義
不
仕
、

諸
事
為
取
替
一
札
通
ニ
、
無
懈
怠
永
続
可
仕
候
、
為
後
日
為
取
替

一
札
、
仍
而
如
件
、

　
　

文
政
十
亥
年
六
月　
　
　
　
　
　

社
人
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
部
長
門
守
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方
金
吾
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
仕
年
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
栄
坊
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
深
坊
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
鳳
坊
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
梅
院
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
謙
助
（
印
）

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
宮
仕
中
と
社
人
に
よ
る
争
論
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
安
楽
寺
の
縁
起
・
宝
物
・
祓
札
を
社
人
か
ら
差
し
出
す
こ

と
に
つ
い
て
、
宮
仕
中
ら
が
「
差
支
」
を
申
し
た
こ
と
に
よ
る
。
社
人
ら

が
、
訴
え
の
中
で
由
緒
を
確
認
し
、
そ
こ
で
「
七
保
」
御
供
所
に
つ
い
て

語
り
、
そ
の
中
で
由
緒
が
訂
正
さ
れ
再
確
認
さ
れ
て
い
く
過
程
が
興
味
深
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二
六

い
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
安
楽
寺
の
縁
起
で
、
本
社
北
野
社
創
建
以

前
に
七
保
御
供
所
が
建
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
北
野
社
に
と
っ
て
差
支

え
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
を
七
保
の
神
供
所
七
ヶ
寺
を
建
立
し
た
と

い
う
記
述
に
改
め
た
と
い
う
。
七
ヶ
寺
と
い
う
、い
わ
ば
先
の
【
史
料
3
】

の
前
提
と
な
る
神
宮
寺
と
し
て
の
建
立
へ
と
由
緒
が
再
編
成
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
、
以
後
、
し
き
り
に
「
七
保
」
や
御
供
所
寺
院
の
由
来
が
願
書
や

訴
状
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
第
二
章
で
維
持
・

運
営
の
実
態
を
検
討
す
る
長
宝
寺
に
関
わ
る
社
人
仲
間
の
再
興
を
訴
え
る

願
書
を
み
て
お
こ
う
。

【
史
料
5
】  「
長
宝
寺
保
社
人
絶
家
株
相
続
願
書
」〔
本
郷
家
文
書
三
八
八

号
〕

　
　
　

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

一
、
当﹇

①
﹈御

支
配
社
人
仲
間
之
儀
者
、
往
古
七
保
有
之
、
其
の
向
も
都

合
仕
、
八﹇

②
﹈十

四
家
七
組
ニ
相
分
り
、
連
続
仕
来
り
候
所
、
就
中
、

弐
ヶ
寺
絶
転
仕
候
而
、
其﹇

③
﹈之

後
、
五
保
を
以
五
ツ
組
ニ
相
分
り
、

相
続
仕
来
り
候
所
、
追
々
仲
間
絶
家
の
者
、
数
多
有
之
候
ニ
付
、

只
今
ニ
而
者
、
五﹇

④
﹈保
之
内
安
楽
寺
・
保
長
宝
寺
保
、
右
弐
ヶ
保

可
成
ニ
、
相
続
仕
居
候
、
然
ル
処
、
右
長﹇

⑤
﹈宝

寺
保
、
往
古
仲
間

十
三
家
有
之
相
続
仕
来
り
候
処
、
追
〻
絶
家
仕
候
而
、
只
今
ニ

而
者
、
長﹇

⑥
﹈宝

寺
保
私
壱
人
ニ
相
成
り
、
殊
ニ
多
病
ニ
付
、
御
社

用
向
ニ
も
難
相
立
奉
恐
入
候
、
右
ニ
付
、
長
宝
寺
保
壱
人
乃
私
、

万
一
不
相
続
之
儀
茂
御
座
候
時
者
、
既
ニ
長
宝
寺
保
、
悉
々
絶

転
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
奉
察
入
、
左
様
候
得
者
、
社
人
者
勿
論
、

保﹇
⑦
﹈々

の
衰
微
ニ
も
相
成
候
段
、重
〻
乍
恐
歎
ヶ
敷
奉
存
候
ニ
付
、

此
度
長
宝
寺
保
組
内
よ
り
、
分
家
の
者
、
其
の
末
〻
吟
味
仕
候

所
、
慥幸

イ

成
ル
血
脉
の
者
両
三
人
御
座
候
ニ
付
、
銘
〻
名
前
書
顕

シ
、
則
仲
間
一
統
江

相
談
ニ
及
申
、
何
分
長
宝
寺
保
方
絶
家

ニ数
多
有
之
ニ
付
次
第
ニ

付
及
衰
微
ニ

〻

〻

候
段
、
甚
以
歎ナ

ヶ
敷
存
候
ニ
付
、
分
家
の

内
、
慥
成
血
脉
の
者
両
人
相見立
、
此
度
長
宝
寺
保
組
江
為
致
加

入
、
絶
家
為
致
相
続
申
度
旨
、
相
頼
及〻
申出
テ候
所
、
彼
是
不
承
知
、

申
立
一
圓
取
り
合
不
申
候
段
、
難
相
分
り義

ニ奉
存
候
、
先
年
奉
蒙　

御
裁
許
、
已
後
社
人
一
統
和
熟
相
調
、
五
保
一
体
ニ
何
事
も
申

談
事
可
相
成
様
、
可
致
相
続
旨
被　

仰
渡
奉
畏
御
請
可
仕
候
、

尤
も
其
砌
社
人
仲
間
、
為
取
替
一
札
仕
置
候
得
者
、
此
度
長
宝

寺
保
絶
家
取
立
相
続
仕
候
義
ハ
、
於
テ

　
　

  

御
寺
務
所
様
ニ
茂
、
勤
功
ニ
被　

思
召
候
事
ニ
相
心
得
、
深
心

配
仕
、
漸
〻
出
来
仕
処
、
追
而
社
人
仲
間
不
承
知
、
申
立
候
儀

者
、先
年
之　

御
裁
許
、如
何
相
心
得
違
可
仕
候
哉
、乍
恐
語〔

マ
マ
〕言

同〔
道
〕断
之
事
ニ
奉
存
候
、
乍
併
、
何
分
長
宝
寺
保
私
壱
人
ニ
而
、
御

社
用
向
等
何
も
行
届
不
申
儀
も
有
之
候
哉
ニ
而
、
仲
間
の
宿
意

を
以
、
不
承
知
申
置〔

ヵ
〕候
事
ニ
、
乍
恐
推
察
可
仕
候
、
何
分
ニ
も

多
勢
の
下
組
を
相
手
取
り
、
上
組
壱
人
の
私
ニ
而
、
利
解
申
聞
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七

候
と
も
納
得
不
仕
候
間
、
何
卒
恐
多
奉
存
候
得
共
、
此
上
の
御

慈
悲
を
以
、
宝
暦
年
中
之　

御
裁
許
通
、
并
社
人
仲
間
為
替
約

定
通
、
相
互
ニ
保
〻
相
続
仕
、
追
〻
取
り
立
、
絶
家
無
之
様
、

速
ニ
被　

仰
付
被
下
候
得
者
、
保
〻
社
人
仲
間
の
繁
栄
之
元
意

ニ
も
相
成
、
且
ハ
御
社
用
ニ
も
相
立
、
御
神
慮
ニ
も
相
叶
可
申

哉
ニ
、
乍
恐
奉
存
候
間
、
幾
重
ニ
も
此
段
御
憐
愍
の
御
沙
汰
を

以
、
右
願
之
通
、
被

　
　

  

仰
付
被
下
候
得
者
、〔
偏
〕●難
有
仕
合
奉
存
候
、
何
分
宜
敷
御
取
成

之
程
、
伏
而
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　

文
政
十
二
年
十
一
月
廿
三
日

こ
れ
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
一
月
に
社
人
ら
が
、
分
家
筋

の
者
を
新
た
に
社
人
仲
間
株
へ
加
入
さ
せ
、
相
続
さ
せ
る
こ
と
の
追
認
を

歎
願
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
書
の
た
め
か
、
宛
先
は
不
明
で
あ
る
が
、
社

人
仲
間
同
士
の
争
論
の
裁
定
を
願
い
、
か
つ
「
御
社
用
向
」
に
も
叶
う
と

し
て
い
る
点
、
ま
た
文
中
の
平
出
表
現
か
ら
別
当
曼
殊
院
へ
出
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
傍
線
部
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
読
み
解
い
て
み
る

と
、﹇
①
﹈
社
人
仲
間
は
、
往
古
か
ら
七
保
あ
り
、﹇
②
﹈
八
十
四
家
を
七

組
に
わ
け
て
続
い
て
き
た
が
二
ヶ
寺
が
絶
転
し
、﹇
③
﹈
以
後
五
保
と
な
り

相
続
。﹇
④
﹈
い
ま
は
五
保
の
う
ち
安
楽
寺
・
長
宝
寺
の
二
保
と
な
っ
た
。

﹇
⑤
﹈
長
宝
寺
保
は
往
古
よ
り
十
三
家
で
続
い
て
い
た
が
、﹇
⑥
﹈
一
人
（
本

郷
家
）
の
み
に
な
っ
た
と
い
う
。﹇
⑦
﹈
そ
し
て
そ
れ
が
保
々
全
体
の
衰
微

に
繋
が
っ
て
い
る
と
す
る
。

こ
れ
ら
七
保
と
御
供
所
の
由
緒
を
述
べ
た
部
分
か
ら
、七
保
か
ら
五
保
、

五
保
か
ら
二
保
へ
と
衰
微
し
、
そ
れ
が
「
西
京
七
保
」
全
体
の
衰
微
に
繋

が
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
保
内
の
分
家

か
ら
血
脈
の
確
か
な
者
を
絶
家
へ
差
し
入
れ
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
訴
願

し
た
。

こ
こ
で
五
保
、
二
保
と
衰
退
し
て
い
く
中
で
、
保
々
社
人
が
御
供
調
進

に
関
わ
っ
て
き
た
御
供
所
寺
院
も
当
然
廃
絶
し
て
い
っ
た
と
想
像
で
き

る
。
安
楽
寺
・
長
宝
寺
以
外
の
御
供
所
寺
院
が
廃
絶
し
て
い
く
過
程
は
、

「
京
都
坊
目
誌
」
や
川
井
論
文
で
示
さ
れ
た
四
保
か
ら
七
保
の
廃
絶
・
衰
退

と
重
な
る
。
本
稿
で
使
用
し
て
い
る
本
郷
家
文
書
に
は
、
こ
れ
ら
新
長
谷

寺
や
東
光
寺
の
管
理
に
関
わ
る
史
料
が
散
見
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
第
三
保
長

宝
寺
以
外
の
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
管
理
を
示
す
史
料
が
伝
存
す
る
か
と

い
う
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
近
世
後

期
ま
で
存
続
し
て
き
た
安
楽
寺
保
・
長
宝
寺
保
の
御
供
所
寺
院
が
ど
の
よ

う
に
維
持
・
運
営
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ

で
安
楽
寺
保
・
長
宝
寺
保
の
二
ヶ
寺
に
収
斂
し
て
い
く
う
ち
、
第
三
保
長

宝
寺
に
つ
い
て
章
を
改
め
て
検
討
す
る
。
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一
二
八

第
２
章　

御
供
所
寺
院
の
存
在
形
態

〈
1
〉
第
三
保
長
宝
寺
の
維
持
と
運
営

こ
こ
で
、「
西
京
七
保
」
御
供
所
寺
院
の
存
在
形
態
を
考
え
る
た
め
に
、

第
三
保
御
供
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
長
宝
寺
の
維
持
・
運
営
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
検
討
を
進
め
る
前
に
、
長
宝
寺
が
所
在
し
た
大
将
軍
村
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。

大
将
軍
村
は
、
紙
屋
川
の
西
、
木
辻
村
、
西
京
村
、
北
野
・
等
持
院
村

に
接
し
、
そ
の
村
名
は
大
将
軍
八
神
社
に
由
来
す
る
。
村
域
は
、
か
つ
て

の
平
城
京
域
に
含
ま
れ
て
お
り
、
中
世
初
期
に
は
官
衙
町
、
左
大
臣
源
融

領
で
あ
っ
た
。
近
世
に
は
幕
府
直
轄
領
と
し
て
京
都
代
官
支
配
を
う
け
、

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
村
高
は
三
九
九
石
九
斗
八
斗
余
と
な
っ
て

い
る
。
典
型
的
な
近
郊
農
村
で
あ
り
、
明
治
十
年
代
に
は
十
二
戸
七
六
人

の
村
落
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
村
の
東
部
に
は
、
東
竪
町
・
下
竪
町
・
大
東

町
・
大
上
之
町
・
西
町
・
下
横
町
の
六
町
が
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
「
洛
中
絵
図
」
に
は
「
大
将
軍
屋
敷
」
と

あ
る
紙
屋
川
の
一
画
に
建
並
ぶ
町
屋
に
あ
た
る
。
ま
た
、
元
禄
末
期
洛
中

絵
図
に
は
「
辻
子
」、天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
京
都
洛
中
洛
外
絵
図
に
は

「
西
丁
」
と
表
記
さ
れ
、
長
宝
寺
は
こ
の
西
町
に
所
在
し
て
い
た
（
12
）（
位
置
関

係
は
﹇
図
1
﹈
参
照
）。

そ
の
長
宝
寺
は
地
誌
類
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
。「
京
羽
二

重
」
に
は
、
洛
陽
三
十
三
観
音
の
二
九
番
所
と
あ
り
（
13
）、「
都
す
ゞ
め
案
内

者
」
に
は
「
大
じ
や
う
ぐ
ん
の
丁
」
に
あ
る
と
す
る
（
14
）。
ま
た
、「
雍
州
府

志
」
に
は
「
本
尊
観
音
、
菅
神
之
所
作
也
、
真
言
宗
僧
寺
守
之
」
と
あ
り
（
15
）、

「
拾
遺
都
名
所
図
会
」・「
山
州
名
跡
志
」・「
山
城
名
跡
巡
行
志
」
も
同
様
に

菅
神
御
作
の
観
音
と
、
洛
陽
三
十
三
所
巡
礼
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
記

す
（
16
）。
さ
ら
に
、「
京
都
坊
目
誌
」
に
は
「
三
保
社
址
」
の
項
に
、
野
見
宿

禰
を
祭
り
、「
守
僧
を
長
宝
寺
と
号
す
」
と
記
し
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
「
祠
宇
」
が
北
野
神
社
境
内
へ
移
っ
た
と
す
る（
17
）。

で
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
作
成
さ
れ
た
「
寺
社
御
改
帳
」
に

は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
史
料
6
】「
寺
社
御
改
帳
」〔
本
郷
家
文
書
五
五
四
号
〕

一
、
北
野
御
供
所　

長
宝
寺

　
　

  

境
内
東
西
拾
弐
間

南
北
拾
五
間　

観
音
堂
弐
間
三
間　

瓦
葺

　
　

  

客
殿
四
間
五
間　

板
葺

　
　
　

  

是
者
、
七
百
七
拾
年
余
、
天
慶
年
中
朱
雀
院
御
宇
、
北
野
ニ

垂
跡
已
後
、
御
供
所
と
相
極
ル
、

長
宝
寺
が
北
野
社
御
供
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
境
内
に
観
音
堂
・

客
殿
を
備
え
、
天
慶
年
中
の
「
垂
跡
」
以
後
に
成
立
し
た
御
供
所
で
あ
っ

た
と
す
る
。
こ
の
記
述
の
後
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
付
箋
に
は
「
文
化
九
申

年
迄
、
八
百
六
拾
七
年
也
」
と
あ
り
、
常
に
天
慶
年
中
が
意
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
規
模
や
配
置
に
つ
い
て
は
、
寛
政
年
間
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［図 1］大将軍村関係図
①大将軍八神社、②成願寺、③北野社御供所八嶋屋（竈社）、④東光寺、⑤選佛寺、⑥弘誓寺
※注：明治 22 年大日本帝国陸地測量部仮製地形図 2万分の 1（京都）を使用した。
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一
三
〇

の
長
宝
寺
修
造
訴
願
に
付
さ
れ
た
指
図
か
ら
あ
る
程
度
推
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
（﹇
図
2
（
18
）﹈）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
長
宝
寺
に
冠
せ
ら
れ
る
「
北
野
御
供
所
」
は
、
し
ば

し
ば
他
の
史
料
に
も
窺
え
、
長
宝
寺
だ
け
で
な
く
安
楽
寺
や
東
光
寺
も
同

じ
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
史
料
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
（
19
）。
創
建
以
来
、

御
供
所
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
や
由
緒
は
、
お
そ
ら
く
各
保
の
御
供
所
寺

院
に
共
通
す
る
認
識
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
長
宝
寺
の
寺
院
と
し
て
の
性
格
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

七
月
の
口
上
書
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
7
】  「
北
野
天
満
宮
御
供
所
長
宝
寺
覚
」〔
本
郷
家
文
書
三
八
二
号
〕

（
表
紙
）「　

享
和
三
年
亥
七
月

　
　
　
　

就
御
觸
口
上
覚

　
　
　
　
　
　

大
将
軍
村
北
野
天
満
宮
御
供
所
長
宝
寺
」

一
、
御
朱
印
無
御
座
候
、

一
、  

御
宮
有
之
、　

御
位
牌
等
御
公
儀
様
ゟ
御
安
置
被
成
候
儀
、無
御

座
候
、

一
、
御
公
儀
様
其
外
ゟ
葵

　
　

御
紋
附
之
品
、
御
寄
附
有
之
候
訳
、
此
儀
一
切
無
御
座
候
、

一
、  

御
所
司
様
、
并
両　

御
奉
行
様
へ
、
御
物
入
并
継
目
御
礼
等
之

儀
、
無
御
座
候
、

一
、  

関
東
江
、
従
前
〻
諸
御
礼
・
其
外
差
定
参
上
仕
候
義
、
無
御
座

［図２］長宝寺普請願（指図部分）〔本郷家文書 195 号〕よりトレース
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一
三
一

候
、

一
、
勅
願
所
ニ
而
者
、
無
御
座
候
、

一
、
官
位
之
儀
、
無
御
座
候
、

一
、
紫
衣
色
衣
等
、
無
御
座
候
、

一
、
住
職
之
儀
者
、
社
人
ゟ
帰
依
之
僧
請
待
仕
候
、

一
、
無
住
之
節
者
、
社
人
ゟ
支
配
仕
候
、

一
、
組
寺
、
無
御
座
候
、

一
、
隠
居
所
塔
頭
、
無
御
座
候
、

一
、
堂
上
方
猶
子
ニ
者
無
座
候
、

一
、
山
号
・
院
号
無
御
座
、
寺
号
計
ニ
御
座
候
、

一
、
無
本
寺
ニ
御
座
候
、

一
、
真
言
宗
ニ
而
、
山
城
国
葛
野
郡
大
将
軍
村
ニ
御
座
候
、

一
、
諸
御
願
御
届
等
之
節
、
御
廊
下
へ
罷
出
申
候
、

　

右
之
通
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　

大
将
軍
村
天
満
宮
御
供
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
宝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
住
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
社
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
喜
平
次

　

御
奉
行
様

こ
こ
で
も
「
北
野
天
満
宮
御
供
所
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
朱
印
地
ほ
か
天
皇
家
・
将
軍
家
と
の
由
緒
、
京
都
所
司
代
・
町
奉
行

へ
の
継
目
の
礼
な
ど
も
な
く
、真
言
宗
の
無
本
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

長
宝
寺
の
維
持
・
運
営
に
関
す
る
条
目
と
し
て
、
九
箇
条
目
・
十
箇
条
目

が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
住
職
は
社
人
が
帰
依
す
る
僧
を
招
請
し
、

無
住
で
あ
っ
た
場
合
は
社
人
が
差
配
す
る
な
ど
、
寺
院
所
在
村
で
あ
る
大

将
軍
村
で
は
な
く
社
人
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
後
掲
【
史
料
12
】
に
は
「
大
将
軍
村
保
長
宝
寺
之
義
、
居
村
社
人

并
堂
衆
中〔

仲
〕間
無
差
別
立
会
」
と
、
社
人
と
並
ん
で
「
堂
衆
」
も
御
供
所
寺

院
の
長
宝
寺
の
維
持
・
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
（
20
）。
こ
の
「
堂
衆
」
は
、
延

宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
「
大
将
軍
村
家
数
間
尺
改
帳
」
に
「
大
将
軍
村

神
主
、
神
主
生
嶋
右
京
」
と
記
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
（
21
）、
宝
暦
年
中
の
長
宝

寺
普
請
争
論
の
際
に
村
方
と
共
に
連
署
す
る
存
在
で
あ
っ
た
（
22
）。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
社
人
・
堂
衆
の
管
理
下
に
あ
っ
た
長
宝
寺
は
、

近
世
後
期
を
通
じ
て
無
住
で
あ
り
、
常
に
留
主
居
が
置
か
れ
て
い
た
。

〈
2
〉
長
宝
寺
の
留
主
居

こ
こ
で
長
宝
寺
の
留
守
居
に
つ
い
て
、
長
宝
寺
の
宗
門
人
別
改
帳
の
記

載
お
よ
び
寺
預
り
証
文
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
宗
門
人
別
改
帳
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
か
ら
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
の
う
ち
十
九
年
分
が
残
さ
れ
て
い
る
（
23
）。
記
載
方
式
は
ど
の

年
次
も
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
、
例
え
ば
天
明
二
年
（
一
七
六
五
）
の
宗
門
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一
三
二

人
別
改
帳
を
示
す
と
、

【
史
料
8
】「
宗
門
人
別
改
帳
」〔
本
郷
家
文
書
四
〇
六
号
〕

　

山
城
国
葛
野
郡
大
将
軍
村

北
野
天
満
宮
御
神
供
所
真
言
宗
無
本
寺
長
宝
寺
、
当
時
留
主
居
無
御
座

候
間
、
右
段
御
断
申
上
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
言
宗
長
宝
寺

と
北
野
社
御
供
所
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
こ
の
時
は
存
在
し
て
い
な

い
が
「
留
主
居
」
の
有
無
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
後
段
に
は
切
支
丹
宗
門
の

吟
味
な
ど
の
文
言
が
付
さ
れ
、
京
都
町
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
作
成
者
は
「
長
宝
寺
北
野
社
社
人
本
郷
万
右
衛
門
」
で
あ
る
。
こ
の

「
留
主
居
」
の
存
在
は
、先
の
長
宝
寺
の
性
格
を
規
定
し
た
【
史
料
7
】
に

あ
る
「
一
、住
職
之
儀
者
、社
人
ゟ
帰
依
之
僧
請
待
仕
候
」
あ
る
い
は
「
無

住
之
節
者
、
社
人
ゟ
支
配
仕
候
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
残
存
分
の
宗
門
人

別
改
帳
を
見
る
限
り
、
す
べ
て
に
お
い
て
長
宝
寺
は
無
住
で
あ
り
、
留
主

居
を
置
い
て
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
留
主
居
の
あ
り
方
は
、

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
留
主
居
差
入
証
文
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
（
24
）。
こ
れ
は
、
社
中
総
代
本
郷
郡
次
と
堂
衆
生
嶋
右
京
が
恵
菊
尼
に
宛

て
た
も
の
で
、
近
年
留
主
居
も
な
く
、
長
宝
寺
普
請
を
願
う
に
あ
た
っ
て

費
用
一
貫
目
を
渡
し
て
、「
永
世
留
主
居
相
頼
」
む
と
し
た
。
も
っ
と
も
長

宝
寺
は
「
往
古
ゟ
社
中
并
堂
衆
支
配
ニ
紛
無
」
い
の
で
、
留
主
居
を
置
く

に
あ
た
っ
て
は
、「
其
元
弟
子
之
内
江
永
代
見
立
」
と
し
、「
不
如
法
又
ハ

社
法
・
村
法
等
」
を
背
く
時
は
「
退
去
之
義
」
を
申
し
入
れ
る
と
し
て
い

る
。こ

れ
ら
宗
門
人
別
改
帳
お
よ
び
留
主
居
請
証
文
を
一
覧
に
し
た
の
が

﹇
表
2
﹈
で
あ
る
。
安
永
八
年
の
恵
奘
、
お
よ
び
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

の
隆
賢
は
男
僧
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
天
明

五
年
（
一
七
八
五
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
留
主
居
が
み
な
尼

僧
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
宗
旨
も
浄
土
宗
・
禅
宗
と
一
定
で
は
な

く
、
た
と
え
ば
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
宗
門
人
別
改
帳
を
み
る
と
、

理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
浄
土
宗
知
恩
院
末
泉
州
中
庄
村
大
光
寺
旦
那

で
あ
っ
た
留
主
居
尼
光
照
が
、
同
宗
嵯
峨
清
凉
寺
末
千
本
一
条
佛
性
寺
旦

那
へ
と
同
宗
内
で
変
更
さ
れ
て
い
る
（
25
）。

こ
こ
で
寺
預
り
証
文
の
中
で
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
留
主
居
交

代
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
尼
僧
光
照
か
ら
、
尼
僧
明
亀
に
交
代

す
る
こ
と
に
な
り
、
明
亀
は
禅
宗
北
町
選
佛
寺
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が

次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
（
26
）。

【
史
料
9
】「
長
宝
寺
留
主
居
寺
預
り
証
文
」〔
本
郷
家
文
書
二
〇
三
号
〕

　
　
　

一
札

北
野
天
満
宮
御
供
所
大
将
軍
長
宝
寺
、
観
音
■〔

大
〕士
御
守
護
、
今
般
留

主
居
仕
候
明
亀
与
申
尼
、
■
先
祖
ゟ
能
存
知
慥
成
仁
ニ
候
故
、
我
等

請
人
ニ
罷
■〔

立
〕申
候
、
宗
門
者
、
禅
宗
北
町
選
佛
寺
弟
子
ニ
紛
無
御
座

候
、
然
ル
上
者
、
■〔

御
〕公
儀
様
法
度
ハ
勿
論
、
諸
事
大
切
ニ
為
相
守
■〔
可
〕
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三
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［表 2］「宗門人別改帳」・「寺預り証文」にみえる長宝寺留主居

年号 西暦 住持 留主居 備考 作成者 本郷家
文書

安永 8年 1779 -- 留守居恵奘（坊） 天台律宗山門西教寺末
寺上善寺法縁之僧 -- 170 号・

403 号

天明 2年 1782 無住 留守居無 -- 長宝寺保北野社人本郷万右
衛門

404 ～
406 号

天明 3年 1783 -- 留守居隆賢 圓通寺法縁之僧 -- 173 号
天明 5年 1785 -- 留守居（尼）清与 禅宗 市原村補陀落寺 175 号
天明 8年 1788 無住 留守居無 -- 長宝寺代北野社人本郷郡次 407 号
寛政元年 1789 無住 願中 -- 恵菊尼弟子中 194 号

寛政元年 1789 無住 留守居無 -- 北野御神供所無本寺長宝代
本郷郡次 408 号

寛政 3年 1791 無住 留守居無 -- 北野御神供所無本寺長宝代
本郷郡次 409 号

寛政 4年 1792 無住 留守居尼光照 浄土宗知恩院末泉州中
庄村大光寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 410 号

寛政 7年 1795 無住 留守居尼光照 浄土宗知恩院末泉州中
庄村大光寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 197 号

寛政 10 年 1798 無住 留守居尼光照 浄土宗知恩院末泉州中
庄村大光寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 411 号

享和 1年 1800 無住 留守居尼光照 浄土宗知恩院末泉州中
庄村大光寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 412 号

享和 2年 1802 無住 留守居尼光照
弟子智照・恵林（浄土
宗知恩院末泉州中庄村
大光寺旦那）

北野社人惣代本郷喜平次 413 号

享和 3年 1803 無住 留守居（尼）光照 浄土宗嵯峨清凉寺末千
本一条佛性寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 414 号

文化 1年 1804 無住 留守居（尼）光照 浄土宗嵯峨清凉寺末千
本一条佛性寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 415 号

文化 2年 1805 無住 留守居（尼）光照 浄土宗嵯峨清凉寺末千
本一条佛性寺旦那 北野社人惣代本郷喜平次 416 号

文化 5年 1808 -- 留主居尼僧明亀尼 禅宗北町選佛寺弟子 --
203 号・
204 号・
207 号

文化 9年 1812 -- 留守居 -- -- 210 号

文化 10 年 1813 無住 留守居尼宣詔 禅宗西京村無本寺撰佛
寺旦那、弟子尼宣裁 北野社人惣代本郷郡次 417 号

文政 4年 1821 無住 留守居尼本明
禅宗愛宕郡鷹峯源光庵
末寺同郡小出石村正圓
寺弟子尼、智見

北野社人惣代本郷郡次 418 号

文政 6年 1823 -- 留守居尼妙還 -- -- 228 号

文政 7年 1824 無住 留守居尼英順 浄土宗金戒光明寺中西
雲院旦那 北野社人惣代本郷郡次 241 号・

419 号

文政 9年 1826 無住 留守居尼宣玲
禅宗無本寺西京北町選
佛寺弟子、弟子尼宣裁・
弟子尼宣程

北野社人惣代本郷郡次 420 号

文政 11 年 1828 無住 留守居尼宣琩
禅宗無本寺西京北町選
佛寺弟子、弟子尼宣裁・
弟子尼宣程

北野社人惣代本郷郡次 421 ～
423 号

天保 2年 1831 無住 留守居尼宣琩
禅宗無本寺西京北町選
佛寺弟子、弟子尼宣裁・
弟子尼宣程

北野社人惣代本郷郡次 424 号

嘉永 1年 1848 無住 留主居尼僧宣裁
尼・宣鏡尼 禅宗選佛寺弟子 -- 255 号

嘉永 2年 1849 無住 留守居無 -- 北野社人惣代本郷郡次 402 号

※網掛けは「宗門人別改帳」より、その他は「寺預り証文」など他の史料よりデータ化した。
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一
三
四

申
候
、
万
一
病
身
ニ
而
、
仏
像
前
御
守
護
難
相
勤
■〔
候
〕ハ
ヽ
、
何
時
成

共
、
拙
者
方
へ
引
取
可
申
候
、
若
此
仁
ニ
付
、
■〔

如
何
〕■
様
之
六
ヶ
敷
儀

出
来
候
共
、
拙
者
罷
出
、
急
度
埒
■〔

明
〕、
社
人
惣
中
江
少
茂
懸
御
難
申

間
敷
候
、
為
後
日
之
、
寺
預
り
証
文
依
如
件
、

　

文
化
五
戊
辰
年

　
　
　
　
　
　

正
月　
　
　

上
御
霊
中
町
薮
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
取
請
人
佐
藤
和
藤
太
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
主
居
尼
僧
明
亀
尼
（
印
）

　

御
社
中
参

惣
代
本
郷
喜
平
治
殿

明
亀
は
長
宝
寺
留
主
居
と
し
て
、
上
御
霊
中
町
薮
内
町
の
佐
藤
和
藤
太

を
引
受
人
に
招
請
さ
れ
た
。「
先
祖
ゟ
能
存
知
慥
成
仁
」
と
い
う
文
言
は
、

引
受
人
側
の
常
套
句
で
あ
ろ
う
が
、先
の
【
史
料
7
】
九
・
十
箇
条
目
を
念

頭
に
お
け
ば
、「
社
人
ら
に
と
っ
て
」
と
い
う
含
意
も
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

社
人
ら
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
宗
旨
や
宗
派
で
な
く
、
尼
僧
を
留
主
居

と
し
て
招
請
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
尼

僧
で
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
明

亀
入
寺
の
際
の
道
具
引
継
に
関
す
る
史
料
を
み
て
お
こ
う
。

【
史
料
10
】「
長
宝
寺
道
具
引
継
一
札
」〔
本
郷
家
文
書
二
〇
四
号
〕

　
　
　

一
札

一
、  

北
野
天
満
宮
御
供
所
大
将
軍
長
宝
寺
留
主
居
之
儀
、
是
迄
我
等

相
勤
居
候
処
、
勝
手
ニ
付
、
此
度
致
退
去
候
、
依
之
、
跡
留
主

居
之
儀
、
貴
僧
様
御
勤
可
被
成
候
、
右
ニ
付
、
我
等
在
寺
中
買

調
候
品
、
左
之
通
、

　
　
　

  

障
子
拾
枚
、
畳
弐
拾
四
畳
半
、
戸
拾
六
枚
、
舞
羅
戸
三
枚
、

襖
七
枚
、
走
り
壱
ツ
、
竈
壱
ツ
、
押
入
并
棚
枚
、
其
外
磬
子

大
小
弐
ツ
、
霊
繕
三
ツ
、
茶
碗
付
茶
湯
、
茶
碗
茶
臺
一
対
、

三
具
足
、
小
折
敷
弐
ツ

　

  

右
之
品
々
、
我
等
所
持
ニ
御
座
候
処
、
此
度
金
四
両
ニ
売
渡
申
候

処
、
実
正
明
白
也
、
然
ル
上
者
、
右
等
之
品
〻
ニ
付
、
社
人
中
其

外
他
ゟ
違
乱
妨
け
少
茂
無
御
座
候
、
万
一
彼
是
之
義
御
座
候
共
、

御
難
掛
申
間
敷
候
、
尤
売
渡
し
候
品
ハ
、
貴
僧
様
如
何
様
共
、
御

勝
手
ニ
可
被
成
候
、
先
者
為
後
証
道
具
類
売
渡
シ
、
代
金
請
取
証

文
、
依
而
如
件
、

　
　

文
化
五
年
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
照

　
　
　
　

留
主
居
尼

　
　
　
　
　
　

明
亀
殿

こ
の
と
き
、
前
留
主
居
光
照
の
買
い
集
め
た
諸
道
具
が
、
四
両
で
明
亀

へ
売
り
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
障
子
や
畳
、
戸
と
い
っ
た
建
具
だ
け

で
な
く
、竈
や
押
入
、茶
碗
な
ど
生
活
用
具
も
含
ま
れ
る
が
、光
照
に
と
っ

て
は
必
要
な
く
、新
し
い
「
御
供
所
大
将
軍
長
宝
寺
留
主
居
」
明
亀
に
と
っ



「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世　
　

高
橋　

大
樹 

一
三
五

て
必
要
な
道
具
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、
御
供
調
進
に
使
用
あ

る
い
は
関
係
し
た
道
具
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
諸
道
具
売
り
渡
し
が
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
の
か
、

翌
文
化
六
年
に
【
史
料
10
】
と
同
様
の
留
主
居
請
一
札
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
時
、「
諸
道
具
渡
し
」
た
後
に
留
主
居
明
亀
を
据
え
る
と
の
文
言
が
新

た
に
加
わ
っ
て
い
る
（
27
）。

こ
の
留
主
居
光
照
（
浄
土
宗
）
か
ら
明
亀
（
禅
宗
）
へ
の
留
主
居
交
代

か
ら
み
え
て
く
る
、
長
宝
寺
留
主
居
の
性
格
は
、
あ
く
ま
で
寺
院
本
末
関

係
な
ど
に
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
社
人
之
帰
依
」
あ
る
い
は
「
社
人

ゟ
支
配
仕
候
」（【
史
料
7
】）
と
い
う
点
に
あ
り
、
宗
派
・
留
主
居
が
替

わ
っ
て
も
、
そ
こ
に
社
人
の
意
図
が
明
確
に
入
り
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

で
は
尼
僧
を
入
れ
置
く
こ
と
の
意
味
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
言

い
換
え
れ
ば
、尼
僧
が
御
供
所
長
宝
寺
に
関
与
す
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

長
宝
寺
が
単
な
る
寺
院
で
は
な
く
、「
御
供
所
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
こ
に
尼
僧
を
差
し
入
れ
る
必
要
は
、
本
社
御
供
所
八
嶋
屋
の
職
掌

を
担
っ
た
御
子
と
同
様
に
、
御
供
調
進
に
お
け
る
女
性
の
役
割
が
重
視
さ

れ
た
た
め
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る（
28
）。
仮
に
長
宝
寺
留
主
居
が
職
化
し

て
、
得
分
化
・
売
買
す
る
対
象
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
約
六
十
年

も
尼
僧
を
差
し
入
れ
続
け
た
社
人
の
意
図
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

ま
た
、
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
留
守
居
の
出
自

で
あ
る
。﹇
表
2
﹈
を
見
る
と
、
寛
政
四
年
か
ら
文
化
三
年
の
光
照
と
、
そ

れ
以
降
の
選
佛
寺
な
ど
禅
宗
寺
院
か
ら
入
寺
し
た
留
主
居
の
間
に
は
、
何

ら
か
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、

前
者
は
大
将
軍
保
社
人
の
関
係
者
（
社
人
の
娘
・
叔
母
な
ど
）
で
あ
り
、

後
者
は
選
佛
寺
等
の
禅
宗
寺
院
の
関
係
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、先
に
触
れ
た
「
雍
州
府
志
」
の
「
真
言
宗
僧
寺
守
之
」、

あ
る
い
は
「
京
都
坊
目
誌
」
の
「
守
僧
を
長
宝
寺
と
号
す
」
と
の
記
述
に

も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
留
主
居
が
社
人
に
よ
る
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
運

営
の
一
端
と
し
て
差
し
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

〈
3
〉
長
宝
寺
の
造
立
・
修
復

で
は
次
に
、
長
宝
寺
の
維
持
・
管
理
に
関
し
て
、
そ
の
修
復
・
修
造
に

関
す
る
史
料
か
ら
、
社
人
と
の
関
与
・
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

時
期
は
遡
っ
て
宝
暦
元
年
か
ら
同
七
年
、
長
宝
寺
造
立
（
再
建
普
請
）
に

か
か
わ
っ
て
、
大
将
軍
保
社
人
は
西
京
保
社
人
と
争
論
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
そ
の
原
因
は
、
長
宝
寺
修
造
の
費
用
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

【
史
料
11
】「
長
宝
寺
造
立
に
つ
き
口
上
書
」〔
本
郷
家
文
書
一
四
〇
号
（
29
）〕

　
　
　

乍
恐
口
上
書

一
、  

去
ル
未
年
、
大
将
軍
村
保
長
宝
寺
之
義
ニ
付
、
西
京
保
社
人
中

与
及
争
論
、
再
三
御
吟
味
之
上
、
先
〻
双
方
共
致
和
睦
、
長
宝



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 

一
三
六

寺
造
立
ニ
取
掛
り
可
申
旨
、
其
外
者
、
追
而
御
下
知
可
有
之
与

被
仰
渡
、
双
方
奉
畏
候
、
其
砌
、
村
方
ゟ
も
委
細
書
付
を
以
申

上
候
通
、
往
古
ゟ
一
村
限
り
之
建
立
地
ニ
候
得
者
、
普
請
一
通

之
儀
、
弥
古
格
之
通
、
村
中
打
寄
り
助
勢
可
仕
覚
悟
ニ
御
座
候
、

且
又
、
観
音
参
銭
之
義
者
、
普
請
料
之
義
ニ
候
得
者
、
双
方
立

会
相
改
メ
、
証
印
を
以
普
請
方
商
人
江
相
渡
し
、
早
速
造
作
ニ

取
掛
り
申
度
奉
存
候
、
何
分
大
破
之
事
ニ
候
得
者
、
往
来
之
怪

我
も
無
心
元
、
村
内
之
御
公
用
筋
も
勤
り
不
申
候
ニ
付
、
乍
恐

為
御
届
参
上
仕
候
、
以
上
、

　
　
　

宝
暦
二
年
申
九
月
廿
日　

大
将
軍
保
社
人
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
嘉
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
文
左
衛
門
（
印
）

　
　

御
寺
務
様

　
　
　

御
役
人
中
様

こ
の
【
史
料
11
】
よ
り
、
長
宝
寺
造
立
に
関
わ
る
争
論
が
去
未
年
（
宝

暦
元
年
）
に
大
将
軍
保
と
西
京
保
の
社
人
ら
間
で
起
こ
り
、
再
三
の
吟
味

を
経
て
和
睦
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
長
宝
寺
は
「
一
村
限
り

之
建
立
」
で
あ
り
、村
方
も
「
助
勢
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
普
請
料
に
は
、
観
音
の
参
銭
（
賽
銭
）
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
大
将
軍
保
・
西
京
保
双
方
の
社
人
が
立
ち
会
っ
て
管
理
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
正
確
な
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
次
の
史

料
が
あ
る
。

【
史
料
12
】 「
長
宝
寺
建
立
由
緒
書
上
」〔
本
郷
家
文
書
二
八
五
号
〕

　
　
　
　

乍
恐
御
窺
申
上
候

一
、  

大
将
軍
村
保
長
宝
寺
之
義
、
居
村
社
人
并
堂
衆
中〔
仲
〕間
無
差
別
立

会
、
一
村
限
り
建
立
仕
り
、
前
〻
ゟ
御
公
用
筋
等
も
相
勤
、
延

宝
年
中
石
川
主
殿
頭
様
、
御
検
地
御
奉
行
、
其
以
■〔

後
ヵ
〕、
御
巡
見

様
方
、
御
公
儀
御
目
付
御
役
人
中
御
代
官
所
、
例
年
御
見
分
御

巡
御
在
御
泊
り
、
或
ハ
御
中
食
御
休
息
所
ニ
相
用
ひ
、
依
之
、

畳
表
替
、
戸
障
子
張
替
等
迄
、
往
古
ゟ
尓
今
大
将
軍
村
方
ゟ
無

滞
仕
来
候
、
尤
五
ヶ
年
内
、
毎
〻
神
供
も
調
進
仕
候
而
、
寺
社

御
改
之
節
、
北
野
神
供
所
と
村
方
ゟ
書
上
来
り
候
、
尤
修
復
之

義
ハ
、
宝
永
年
中
ゟ
五
保
之
神
供
所
徳
用
物
一
統
に
打
込
積
り

ニ
而
、
夫
ゟ
長
宝
寺
参
銭
、
五
保
一
所
ニ
打
込
修
復
之
義
、
社

人
中
へ
任
セ
置
候
処
、
都
而
修
覆
ニ
手
詰
候
、
一
保
ハ
正
明
シ

取
荒
地
ニ
相
成
、
一
保
ハ
売
払
被
申
、
唯
今
ニ
而
ハ
三
保
相
残

有
之
候
、
此
内
二
保
ハ
、
時
当
神
供
所
、
又
ハ
社
人
参
■〔

会
〕所
ニ

極
メ
有
之
ニ
付
、
相
応
ニ
修
覆
も
加
へ
被
申
候
得
共
、
当
村
長

宝
寺
之
義
■
壊
ニ
付
、
造
立
之
義
ゟ
、
両
村
社
人
中
及
争
論
候
、

尤
造
立
之
寄
進
人
も
是
迄
有
之
候
得
共
、
如
何
敬
念
ニ
候
哉
、

西
京
保
ゟ
相
妨
ヶ
被
申
相
廻
シ
候
段
、
当
村
社
人
ゟ
被
申
上
候



「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世　
　

高
橋　

大
樹 

一
三
七

通
ニ
〔
以
下
記
述
な
し
〕

こ
こ
で
は
、長
宝
寺
が
居
村
の
社
人
と
堂
衆
仲
間
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、

延
宝
年
間
に
は
検
地
奉
行
の
巡
検
な
ど
の
際
に
昼
食
休
憩
所
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
畳
・
障
子
替
え
は
大
将
軍
村
方
が
勤
め
て
い
た
。
ま
た
、

社
人
に
よ
る
神
供
調
進
の
場
で
も
あ
り
、
村
方
か
ら
も
「
北
野
神
供
所
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
修
復
に
充
て
ら
れ
る
費
用
は
、
宝

永
年
中
か
ら
五
保
の
神
供
所
の
徳
用
物
を
「
村
込
」
に
す
る
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
時
か
ら
長
宝
寺
賽
銭
も
社
人
仲
間
に
よ
る
五
保
一
所
の
「
打
込

（
無
秩
序
・
入
り
乱
れ
る
こ
と
）」
の
管
理
と
な
り
、
修
繕
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
「
手
詰
」
状
態
に
陥
る
。
ま
た
、
五
保
神
供
所
の
う
ち
、
一
保
は

荒
廃
し
、
一
保
は
売
り
払
わ
れ
る
始
末
で
、
三
保
へ
と
減
少
傾
向
を
た
ど

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
内
の
二
保
は
、
神
供
所
・
社
人
参
会
所
と
な
っ
て
い

て
、
修
復
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
の
長
宝
寺
の
修
復
造
立
に
つ
い
て
は
、

西
京
保
か
ら
の
「
妨
ヶ
」
に
よ
り
両
村
社
人
ら
の
争
論
に
発
展
す
る
。
こ

の
争
論
の
原
因
は
、明
確
で
は
な
い
が
、修
復
入
用
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
争
論
の
端
緒
を
記
し
た
こ
の
【
史
料
12
】
の
記
述
で
重
要
な
点

は
、
第
一
に
「
大
将
軍
村
保
」
と
「
大
将
軍
村
」
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
北
野
神
供
所
」
と
「
村
方
」
の
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
村
落
と
保
は
同
じ
も
の

で
は
な
く
、
大
将
軍
村
内
に
大
将
軍
村
保
が
存
在
し
、
保
は
社
人
ら
人
的

集
団
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
二
に
、
各
御
供
所

寺
院
の
運
営
方
法
と
社
人
仲
間
の
関
係
で
あ
る
。
争
論
の
要
因
と
も
な
っ

た
修
繕
を
含
め
た
各
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
運
営
費
は
、
各
保
の
独
立
会

計
で
は
な
く
、
社
人
仲
間
に
よ
る
運
営
が
図
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
後
、
争
論
は
和
睦
を
経
て
収
束
に
向
か
い
、
宝
暦
四
年
十
月
四
日

に
は
曼
殊
院
か
ら
和
睦
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
大
将
軍
村
方

が
長
宝
寺
普
請
に
つ
い
て
他
郷
か
ら
加
印
し
て
処
理
す
る
こ
と
（
西
京
村

保
社
人
ら
の
加
印
）
へ
難
色
を
示
し
、
従
来
通
り
の
「
古
格
」
に
よ
る
再

建
方
法
を
探
ろ
う
と
訴
願
し
た
。

【
史
料
13
】  「
長
宝
寺
普
請
願
に
つ
き
口
上
書
」〔
本
郷
家
文
書
一
四
一

号
〕

　
　
　

乍
恐
口
上
書

一
、  

大
将
軍
村
保
長
宝
寺
大
破
ニ
付
、普
請
之
義
よ
り
事
起
り
、種
〻

西
京
村
保
と
及
争
論
候
処
、
双
方
和
睦
被　

仰
付
、
奉
畏
事
相

治
り
難
有
奉
存
候
、
且
又
、
右
長
宝
寺
普
請
願
之
義
、
先
達
而

申
上
候
通
、
他
郷
ゟ
加
印
と
申
事
例
格
無
之
、
新
規
之
義
故
、

村
方
差
閊
申
候
条
、
普
請
一
通
之
義
、
古
格
仕
来
之
被
為　

仰

付
被
下
候
様
奉
願
候
、
以
上
、

　
　
　

宝
暦
四
年
戌
十
月
四
日　

大
将
軍
村
保
社
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
頼
母
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
丹
宮
印
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一
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
文
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
部
梅
之
丞
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
善
之
丞
印

御
寺
務
様

　

御
役
人
中

こ
の
よ
う
に
、
長
宝
寺
を
め
ぐ
る
維
持
・
運
営
は
、
宝
暦
年
間
に
起
こ
っ

た
争
論
よ
り
、
宝
永
年
間
か
ら
の
社
人
仲
間
の
結
合
形
態
お
よ
び
村
方
と

の
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
財
源
運
用
も
変
化
し
、
各
保
の
み
の
問

題
で
は
な
く
な
り
、
社
人
仲
間
全
体
の
共
有
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

で
は
、
そ
う
し
た
西
京
「
五
保
」
お
よ
び
御
供
所
寺
院
を
め
ぐ
る
社
人

仲
間
の
関
与
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
章
で
そ
れ
ら
大
将

軍
村
・
社
人
仲
間
・
御
供
所
寺
院
の
関
係
を
、
長
宝
寺
以
外
も
視
野
に
い

れ
つ
つ
検
討
し
た
い
。

第
３
章　

御
供
所
寺
院
と
保
社
人

〈
1
〉
大
将
軍
村
保
と
寺
院

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
長
宝
寺
の
維
持
・
運
営
は
、
大
将
軍
村

保
の
社
人
だ
け
で
な
く
、
西
京
社
人
も
関
与
す
る
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
諸
保
御
供
所
が
廃
絶
し
て
い
く
な
か
、
第
一
章
で

検
討
し
た
よ
う
に
、
社
人
仲
間
が
再
編
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
残
る
御
供

所
を
社
人
仲
間
全
体
で
維
持
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
と
も

い
え
る
。

先
の
宝
暦
争
論
は
、次
に
示
す
宝
暦
五
年
の
取
り
換
え
証
文
に
よ
っ
て
、

そ
の
普
請
の
あ
り
方
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
社
人
仲
間
と
御
供
所
寺
院
と
の

関
わ
り
方
が
よ
く
わ
か
る
。

【
史
料
14
】「
諸
保
神
供
所
普
請
取
替
証
文
」〔
本
郷
家
文
書
四
三
九
号
〕

　
　
　

為
取
替
證
文

一
、  

諸
保
神
供
所
等
普
請
願
之
儀
、
其
保
〻
社
人
与
時
之
社
人
惣
代

連
印
致
し
、
則
惣
代
を
以
公
辺
江
願
出
可
申
候
、
尤
五
保
社
人

一
統
之
儀
ニ
候
得
者
、
万
事
無
滞
様
ニ
可
申
合
事
、

一
、  

当
時
長
宝
寺
及
大
破
有
之
候
得
者
、
惣
中
申
合
、
早
く
可
致
修

造
候
、
散
銭
明
ヶ
候
差

〔
マ
マ
〕者
其
序
ニ
而
、
立
会
員
数
相
改
可
申
候

事
、

一
、  

諸
保
神
供
諸
在
来
候
納
方
物
等
、
向
後
弥
評
議
所
江
立
会
、
遂

勘
定
、
諸
保
之
修
補
無
油
断
取
計
、
残
物
有
之
候
者
、
一
統
之

社
用
ニ
加
へ
可
申
候
事
、

一
、  

保
々
社
人
、
并
京
地
散
在
之
仲
間
ニ
至
迄
、
以
和
順
、
社
役
致

参
会
、
互
ニ
古
格
を
相
守
、
容
易
ニ
不
座
等
申
付
候
義
、
出
来

不
致
候
様
ニ
心
伐
付
合
相
勤
可
申
候
、
就
中
、
保
〻
神
供
所
、

并
五
保
之
社
人
家
筋
頽
転
無
之
様
、
中
絶
之
社
人
株
者
、
筋
目
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一
三
九

を
正
シ
相
考
、
互
ニ
致
補
闕
、
社
人
減
少
無
之
様
ニ
、
兼
而
心

懸
ヶ
、
自
他
之
無
差
別
不
安〔

案
〕内
之
筋
者
助
合
、
時
之
裁
判
人
之

指
図
を
以
、
社
役
大
切
ニ
可
相
頼
候
事
、

　
　
　

  
右
者
、
長
宝
寺
大
破
修
復
之
義
ニ
付
、
近
年
仲
間
及
争
論
ニ
、

於　

御
寺
務
御
吟
味
之
上
、
宝
永
二
年
被　

仰
渡
候
御
條
目

を
以
、
宝
暦
三
年
御
裁
断
被
成
下
、
御
下
知
之
趣
奉
畏
、
一

統
ニ
御
書
付
奉
指
上
候
、
其
後
普
請
願
之
儀
ニ
付
、
難
渋
之

子
細
有
之
、
従　

御
寺
務
北
野
目
代
孝
世
江
取
扱
被　

仰
付
、

各
和
順
致
し
候
、
弥
先
規
之
通
、
社
法
相
守
、
五
保
之
裁
判

人
一
統
ニ
万
事
申
合
取
計
致
し
、一
分
之
謀
計
堅
仕
間
敷
候
、

尤
兼
而
従　

御
寺
務
様
被　

仰
下
候
通
、
保
〻
元
来
神
供
所

之
事
ニ
候
得
者
、
他
事
用
ひ
申
間
敷
候
、
乍
然
無
拠公用
筋
、

亦
者
保
〻
向
〻
之
諸
用
之
義
、
是
迄
用
入
来
候
義
者
、
有
来

候
通
ニ
可
致
候
、
為
後
観
、
此
度
惣
社
人
連
判
証
文
、
依
而

如
件
、

　
　
　
　

宝
暦
五
年

　
　
　
　
　
　

亥
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
岡
玄
蕃
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
谷
左
衛
門
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
六
兵
衛
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
三
十
人
署
名
略
〕

　
　

右

ま
ず
、
長
宝
寺
の
修
復
を
進
め
る
中
で
争
論
が
起
き
、
曼
殊
院
の
吟
味

を
経
て
、
宝
永
二
年
の
条
目
を
も
と
に
宝
暦
三
年
に
再
び
裁
断
が
下
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
は
解
決
せ
ず
、
北
野
社
目
代
の
取
扱
い
に
よ
っ
て

よ
う
や
く
和
順
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
四
箇
条
の
う
ち
三
箇
条

目
ま
で
は
、
保
神
供
所
の
普
請
願
・
費
用
勘
定
・
貢
納
物
に
関
す
る
確
認

事
項
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
箇
条
目
は
、
そ
れ
ら
保
神
供
所
を
維
持
・
管
理

す
る
社
人
の
関
与
の
在
り
方
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

保
々
社
人
と
京
地
散
在
の
仲
間
は
、
和
順
し
て
社
役
を
勤
め
、
互
い
に
古

格
を
守
り
、
容
易
に
不
座
等
の
な
い
よ
う
に
心
懸
け
、
ま
た
保
々
神
供
所

と
五
保
社
人
の
家
筋
が
頽
転
の
な
い
よ
う
に
、
中
絶
の
社
人
株
に
つ
い
て

は
筋
目
を
正
し
、
互
い
に
補
闕
し
て
社
人
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
社
人
株
の
相
続
は
、先
に
触
れ
た
【
史
料
5
】

（
文
政
十
二
年
）
の
長
宝
寺
保
株
相
続
の
在
り
方
と
共
通
す
る
点
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
五
保
あ
る
い
は
「
西
京
七
保
」
の
衰
退
へ
繋
が
る
と
の
共
通
認

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
大
将
軍
保
（
長
宝
寺
保
）
の

社
人
だ
け
で
な
く
、
社
人
仲
間
三
十
三
名
の
連
印
に
よ
る
総
意
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
取
り
決
め
は
、
宝
暦
七
年
二
月
に
な
っ
て
決
着
し
た
よ
う
で
、
大

将
軍
村
庄
屋
七
左
衛
門
と
堂
衆
生
嶋
右
京
が
、
天
満
宮
社
人
中
へ
、
長
宝

寺
普
請
を
社
人
仲
間
連
印
で
願
書
作
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
観
音
賽
銭
を
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一
四
〇

修
復
料
に
充
て
る
こ
と
を
決
め
た
証
文
を
提
出
し
た
（
30
）。

ま
た
、
同
月
に
普
請
願
に
つ
い
て
、
そ
の
保
社
人
と
時
の
惣
代
に
よ
る

印
形
と
、
大
将
軍
村
役
人
の
連
印
に
よ
っ
て
願
い
出
る
こ
と
と
す
る
証
文

が
、
天
満
宮
社
人
惣
代
三
名
か
ら
庄
屋
七
左
衛
門
と
堂
衆
生
嶋
右
京
へ
提

出
さ
れ
た
（
31
）。
そ
し
て
こ
の
後
、
同
年
四
月
に
大
将
軍
保
（
長
宝
寺
保
）
社

人
本
郷
・
山
西
ら
は
「
北
野
天
満
宮
御
供
所
大
将
軍
長
宝
寺
」
修
繕
願
を
、

別
紙
絵
図
を
添
え
て
京
都
町
奉
行
へ
提
出
し
た
（
32
）。

〈
2
〉「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
維
持
と
社
人

こ
の
宝
暦
争
論
以
降
、
社
人
の
衰
微
は
一
層
意
識
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ

が
【
史
料
5
】（
文
政
十
二
年
）
の
社
人
仲
間
株
相
続
問
題
で
あ
っ
た
。
こ

の
宝
暦
争
論
に
前
後
し
て
、『
北
野
誌
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
延

享
四
年
に
神
人
の
称
号
に
代
わ
っ
て
「
社
人
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
保
名
も
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
延
享
二
年
の
「
社
人

連
氏
」
に
は
、
一
保
・
采
町
保
・
堀
川
保
・
中
保
・
大
将
軍
保
の
神
人
名
、

お
よ
び
神
人
未
補
任
の
人
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
三
年
の
「
社
人

連
氏
」
に
は
そ
う
し
た
保
名
が
な
く
な
り
、
神
人
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
33
）。
こ
う
し
た
記
述
の
変
化
と
、
さ
ら
に
翌
四
年
の
社
人
号
使
用
の

背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
社
人
仲
間
の
再
編
成
と
、

神
人
の
未
補
任
に
代
わ
る
新
た
な
称
号
の
使
用
が
意
図
さ
れ
る
と
同
時

に
、
各
保
の
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
管
理
が
「
五
保
社
人
一
統
」（【
史
料

14
】）
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
。

本
節
で
は
最
後
に
、
長
宝
寺
以
外
の
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
運
営
に
つ

い
て
触
れ
る
な
か
で
、
同
時
に
そ
れ
ら
史
料
の
伝
来
の
経
緯
を
明
ら
か
に

し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
御
供
所
寺
院
の
衰

退
の
中
で
、
五
保
社
人
ら
に
よ
る
維
持
・
管
理
が
志
向
さ
れ
て
い
た
こ
と

の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

す
で
に
【
史
料
4
】
で
触
れ
た
よ
う
に
安
楽
寺
の
宝
物
争
論
の
史
料
は
、

本
郷
家
文
書
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
宝
暦
争
論
以
降
、
各
保
の

御
供
所
寺
院
へ
の
関
与
が
社
人
仲
間
全
体
で
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
よ

る
。
し
た
が
っ
て
本
郷
家
文
書
に
は
、
宝
暦
年
間
以
降
の
安
楽
寺
・
東
光

寺
・
新
長
谷
寺
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
史
料
が
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
宝
暦
三
年
七
月
、「
西
京
御
供
所
安
楽
寺
留
主
居
役
」
を
沢
有

と
い
う
僧
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
請
人
を
西
京
河
瀬
町
菱
屋
源
七
、

寄
人
を
屋
祢
屋
市
兵
衛
に
、
留
主
居
証
文
が
社
人
に
提
出
さ
れ
た
（
34
）。
同
様

に
明
和
七
年
に
は
「
針
医
常
春
」
が
留
主
居
に
差
し
入
れ
ら
れ
（
35
）、
文
化
二

年
に
は
「
西
京
北
町
安
楽
寺
門
守
部
屋
」
を
「
借
宅
」
に
「
廣
嶋
屋
七
兵

衛
」
を
差
し
置
く
と
の
引
取
証
文
が
提
出
さ
れ
た
（
36
）。

ま
た
、
東
光
寺
に
付
属
し
た
御
供
所
は
、
明
和
九
年
に
「
社
中
会
所
東

光
寺
門
主
役
」
と
し
て
「
百
姓
五
郎
左
衛
門
」
が
、
北
山
村
の
百
姓
善
四

郎
を
引
請
人
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
（
37
）、
文
化
五
年
に
は
、「
西
京
堀
河
町

御
供
所
東
光
寺
家
」
に
百
姓
和
七
が
借
屋
に
入
っ
て
い
る
（
38
）。
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四
一

ま
た
、
御
供
所
寺
院
東
光
寺
の
修
繕
・
普
請
を
示
す
事
例
に
、
安
永
七

年
、
紙
屋
川
洪
水
に
伴
う
東
光
寺
堤
の
損
壊
修
繕
が
あ
る
。
土
砂
流
れ
込

み
に
よ
っ
て
台
所
が
損
壊
し
、
北
野
社
社
人
か
ら
「
衰
微
之
社
人
」
で
は

取
り
繕
う
こ
と
は
で
き
ず
、
曼
殊
院
へ
一
貫
五
百
目
の
拝
借
を
願
い
出
て

お
り
、
や
は
り
社
人
総
代
（
仲
間
）
と
し
て
の
関
与
が
確
認
で
き
る
（
39
）。

さ
ら
に
年
未
詳
な
が
ら
近
世
後
期
の
史
料
と
し
て
、
東
光
寺
伝
来
の
抱

え
地
の
寄
進
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
。

【
史
料
15
】「
東
光
寺
抱
地
寄
進
状
下
書
」〔
本
郷
家
文
書
三
〇
一
号
〕

　
　

寄
附
状
之
事

一
、
東
○光
寺
伝
来
之抱

地
〻

之
内

　
　
　

壱
ヶ
所
東
西
何
間　

紙
屋
川
筋　

南
北
何
間　

西
べ
り
薮
地

　
　
　

壱
ヶ
所　

同
断
紙
屋
川
筋　

東
へ
り
林
地

　
　

右
弐
ヶ
所
年
貢
米
五
升

　

  

右
之
地
面
、
東
光
寺
伝
来
之
○抱
地ニ
而
、是
迄
中
間
ゟ
直
支
配
致
来
り
候
得
共
、

ニ
候
得
共
貴

〻

〻

〻

〻

寺
兼
而
御
望
ニ
付
、

此
度
致
寄
附
候
、
永
代
心貴

寺
ゟ侭ニ
支

〻

〻

〻

配
可
被
出
候
、
此
地
ニ
付
外
ゟ

妨
申
者
○一切
無
之
候
、
年
貢
米
之
義
、
毎
年
五
升
宛
、
社
中
へ
可
被

相
納
、
為
後
日
寄
附
状
仍
如
件
、

門
守
部
屋　

  

九
月
四
日
神
事
前
、
是
非
建
直
申
度
存
候
へ
共
、
社
人

中
間
此
節
事
多
、
且
又
造
作
料
惣
而

―
惣
中致歎
悦

候
、
以
上
、

こ
の
【
史
料
15
】
は
、
東
光
寺
抱
え
地
の
支
配
が
社
人
仲
間
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
東
光
寺
へ
寄
附
す
る
と
い
う
寄
進
状
の
下
書

で
あ
る
。
門
守
部
屋
を
九
月
四
日
の
神
事
ま
で
に
立
て
直
す
こ
と
や
、
社

人
仲
間
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
安
楽
寺
の
普
請
（
40
）や
、
北
野
社
御
旅
所
境
内
門
守
部
屋
造
作
（
41
）

に
も
社
人
惣
代
が
訴
願
を
し
て
い
る
（
42
）。

こ
れ
ら
長
宝
寺
以
外
の
御
供
所
寺
院
の
門
主〔

守
〕や
修
造
普
請
に
関
す
る
史

料
が
本
郷
家
文
書
に
含
ま
れ
る
の
は
、
御
供
所
寺
院
の
維
持
が
、
各
保
毎

で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
特
に
参
銭
運
用
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
社
人

仲
間
全
体
の
管
理
へ
と
そ
の
体
制
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
に
は

衰
微
・
廃
絶
し
て
い
く
社
人
が
、
保
を
超
え
て
新
た
に
社
人
仲
間
と
し
て

結
束
し
、
ま
た
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
管
理
の
あ
り
方
を
通
じ
て
、「
西
京

七
保
」
の
歴
史
と
由
緒
が
再
生
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

言
い
換
え
れ
ば
、
近
世
で
も
な
お
御
供
調
進
が
、
北
野
社
と
の
繋
が
り
と

社
人
身
分
を
保
障
す
る
た
め
の
根
幹
の
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
に
か
か
わ
る

御
供
所
寺
院
の
運
営
は
、
そ
の
衰
微
・
廃
絶
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

む
す
び
に

以
上
、
本
稿
で
は
「
西
京
七
保
」
の
御
供
所
寺
院
の
近
世
に
お
け
る
様

相
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
す
で
に
中
世
末
期
の
段
階
で
、西
京
「
五
保
」
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一
四
二

で
あ
っ
た
も
の
が
、
徐
々
に
衰
退
・
廃
絶
へ
と
向
か
い
、
宝
暦
年
間
の
長

宝
寺
普
請
、
文
政
年
間
の
社
人
仲
間
相
続
の
問
題
な
ど
を
通
じ
て
、
社
人

に
よ
る
御
供
所
寺
院
の
維
持
・
管
理
が
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
そ

う
し
た
御
供
所
寺
院
は
、
個
別
の
保
毎
に
維
持
・
管
理
さ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
宝
暦
年
間
の
大
将
軍
保
と
西
京
保
の
争
論
か
ら
う
か
が
え
る

よ
う
に
、
五
保
社
人
に
よ
る
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
大
将
軍

保
社
人
本
郷
家
に
長
宝
寺
以
外
の
維
持
・
管
理
・
修
造
に
関
す
る
史
料
が

伝
存
し
て
い
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
彼
ら
社
人
仲
間
は
、「
西
京
七
保
」
に
関
す
る
歴
史

を
、
神
宮
寺
あ
る
い
は
御
供
所
寺
院
の
創
建
と
し
て
、
ま
た
七
つ
の
保
が

原
初
形
態
で
あ
っ
た
と
記
し
は
じ
め
、
や
が
て
近
代
を
迎
え
、「
西
京
七

保
」
は
、
社
人
仲
間
の
活
動
と
由
緒
、
ま
た
北
野
社
と
の
つ
な
が
り
を
歴

史
的
に
説
明
す
る
た
め
の
用
語
と
し
て
意
味
を
与
え
ら
れ
る
に
い
た
る
。

こ
の
よ
う
に
御
供
所
寺
院
は
、
天
神
を
祀
る
観
音
堂
を
擁
し
、
御
供
調

進
を
行
う
場
と
し
て
、
近
世
を
通
じ
て
社
人
ら
の
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、

近
世
村
落
寺
院
一
般
と
は
や
や
異
な
っ
た
位
置
に
あ
っ
た
。

で
は
、
そ
れ
ら
御
供
所
寺
院
は
近
代
化
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
転

を
た
ど
る
の
か
。
そ
れ
を
示
す
興
味
深
い
史
料
が
あ
る
。

【
史
料
16
】「
寺
号
儀
口
達
」（
明
治
初
年
ヵ
）〔
本
郷
家
文
書
二
九
八
号
〕

　
　
　

口
達

乍
早
速
申
入
候
、
今
日
安
楽
寺
始
其
外
寺
号
之
儀
、
不
相
成
様
、
今

朝
中
求
馬
様
京
都
府
江
御
出
勤
之
処
、
右
寺
号
相
改
、
社
号
願
可
致

様
と
の
被
仰
渡
ニ
付
、
急
速
御
談
し
申
度
候
間
、
無
御
不
参
、
御
集

会
早
刻
頼
上
候
、
以
上
、
昼
飯
早
々
御
集
会
可
被
下
候
、

　

極
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
家
年
番

　
　
　
　
　
〔
社
人
二
十
一
人
宛
、
省
略
〕

明
治
初
年
、
安
楽
寺
な
ど
寺
号
を
付
す
「
西
京
七
保
」
の
御
供
所
寺
院

（
安
楽
寺
・
長
宝
寺
）
は
、
京
都
府
よ
り
寺
号
使
用
を
改
め
、
社
号
で
の
使

用
で
願
い
出
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
廃
仏

毀
釈
、あ
る
い
は
近
世
「
西
京
七
保
」
御
供
所
が
寺
院
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

神
社
と
し
て
認
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
二
年
に
は
、
北
野
社
祢
宜
惣
代
か
ら
神
祇
官
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。

【
史
料
17
】  「
北
野
社
祢
宜
惣
代
願
書
」明
治
二
年〔
本
郷
家
文
書
二
七
二

号
〕

　

為
窺

天
気
昨
年
来
七
社
之
神
主
祢
宜
等
、
其
余
諸
神
社
之
輩
、
参　

朝
被

為　

仰
下
候
之
旨
難
有
奉
存
候
、
当
北
野
社
祢
宜
、
為
年
始
御
礼
、

参　

朝
被
為　

仰
下
候
様
奉
願
候
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
以
、
右
之

通
被
為　

仰
下
候
者
、
祢
宜
一
同
難
有
奉
存
候
、
此
旨
宜
鋪
御
沙
汰

奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　

明
治
二
年



「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世　
　

高
橋　

大
樹 

一
四
三

　
　
　

巳
正
月　
　

北
野
社
祢
宜
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
部
能
登
介

　

神
祇
御
官

こ
の
【
史
料
17
】
は
年
頭
に
際
し
て
、「
七
社
之
神
主
・
祢
宜
」
ら
が
参

内
の
許
可
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
す
で
に
前
年
の
寺
号
廃

止
・
改
称
に
連
動
し
て
、
社
人
ら
の
称
号
が
祢
宜
惣
代
へ
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
43
）。
そ
の
後
、「
西
京
七
保
」
御
供
所
寺
院
は
さ
ら
に
衰
退
・

廃
絶
の
道
を
辿
り
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
年
に
は
上
地
と
な
り
、
什

物
や
仏
像
な
ど
は
関
係
寺
院
へ
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
章
で
検
討
し

た
長
宝
寺
は
、
す
で
に
明
治
二
年
に
大
将
軍
保
社
人
本
郷
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
浄
土
宗
成
願
寺
（
44
）に
十
一
面
観
音
像
が
遷
座
し
、
ま
た
同
六
年
に
は
、

そ
の
御
供
調
進
機
能
が
本
社
北
野
社
天
満
宮
の
御
供
所
八
嶋
屋
（
竈
社
）

へ
と
統
合
さ
れ
た
（
45
）。
そ
の
後
、「
西
京
七
保
」
は
、
御
旅
所
で
の
祭
祀
・

祭
礼
（
瑞
饋
御
輿
巡
幸
な
ど
）
に
お
い
て
新
た
な
再
生
を
遂
げ
る
一
方
で
、

近
世
を
通
じ
て
社
人
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
御
供
所
寺
院
は
こ
こ
に

完
全
に
意
味
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
） 

本
郷
家
文
書
二
八
四
号
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
寄
託
）。
以
下
、本
稿

で
用
い
る
本
郷
家
文
書
は
、
西
京
社
人
（
神
人
）
本
郷
家
に
伝
来
し
た
史

料
群
で
あ
り
、
使
用
す
る
際
に
は
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
適
宜
読
点
を

付
し
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
目
録
番
号
を
示
し
た
。

 

　

ま
た
、
二
八
四
号
文
書
は
無
年
号
で
あ
る
が
、
端
裏
書
に
「
閏
四
月
廿

一
日
御
門
主
之
源
内
持
参
候
処
、
御
か〔
加
〕筆
之
願
事
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た

北
野
社
の
創
建
年
九
四
八
年
か
ら
八
百
余
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

宝
暦
十
二
年
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
本
稿
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
長
宝

寺
保
社
人
ら
に
と
っ
て
宝
暦
年
間
は
、
社
人
職
衰
退
や
御
供
所
修
繕
に
関

わ
り
、
由
緒
を
語
り
出
す
時
期
に
も
あ
た
る
。

（
2
） 

北
野
社
膝
下
西
京
は
、
か
つ
て
小
野
晃
嗣
氏
や
竹
内
秀
雄
氏
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
そ
こ
に
居
住
す
る
神
人
ら
が
酒
麹
業
を
営
ん
で
い
た
﹇
竹
内

一
九
六
八
、
小
野
一
九
八
七
﹈。
た
だ
し
小
野
氏
は
そ
の
範
囲
と
さ
れ
る

「
七
保
」
に
つ
い
て
、北
野
社
創
建
時
か
ら
存
在
し
た
こ
と
に
慎
重
な
姿
勢

を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
網
野
善
彦
氏
は
弘
安
九
年
の
祈
祷
帳
か
ら
七
保

の
比
定
を
試
み
、
西
京
が
「
都
市
的
な
場
」
で
あ
っ
た
と
す
る
﹇
網
野

一
九
九
五
﹈。
さ
ら
に
貝
英
幸
氏
は
、西
京
に
お
け
る
闕
所
の
在
り
方
を
通

じ
て
北
野
社
膝
下
領
支
配
を
考
察
し
、
併
せ
て
西
京
神
人
ら
に
よ
る
祭
礼

―
瑞
饋
御
輿
の
歴
史
的
変
遷
を
遡
及
的
に
検
討
し
た
﹇
貝
二
〇
〇
三
・

二
〇
〇
四
﹈。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
点
は
、こ
れ
ま
で
「
西
京
七
保
」
を

具
体
的
な
七
つ
の
保
に
措
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
疑
義
を
提
示
し
た
点

に
あ
り
、
併
せ
て
こ
れ
ま
で
西
京
研
究
で
参
照
さ
れ
て
き
た
『
北
野
誌
』

の
記
述
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
秀
吉
に
よ
る
御
土
居
造
成
と
西
京
地
域
の

変
容
を
論
じ
た
点
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
批
判
を
加
え
つ
つ
、
西
京
神

人
の
存
在
形
態
か
ら
検
討
を
加
え
た
三
枝
暁
子
氏
は
、「
西
京
七
保
」
が
鎌

倉
期
に
神
供
備
進
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
「
保
」
を
室
町
幕
府
が
祭
礼
負

担
の
単
位
と
し
て
七
つ
に
編
成
し
て
成
立
し
た
と
し
、
そ
の
後
、
繰
り
返

さ
れ
る
押
領
や
領
有
関
係
の
変
遷
を
経
て
上
下
保
と
比
定
し
て
い
る
。﹇
三

枝
二
〇
一
一
﹈。
た
だ
し
、二
三
条
保
が
幕
府
政
所
伊
勢
氏
に
よ
っ
て
押
領

さ
れ
た
後
も
御
供
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
（
も
し
く
は
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
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一
四
四

た
）点
に
注
目
す
る
な
ら
ば﹇
貝
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
、高
橋
二
〇
一
〇
﹈、

そ
の
範
囲
を
具
体
的
な
七
つ
及
び
特
定
の
範
囲
に
限
定
す
る
に
は
、
な
お

検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
） 
「
安
楽
寺
縁
起
宝
物
争
論
一
札
」
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）〔
本
郷
家
文

書
二
四
六
号
〕、
後
掲
【
史
料
4
】。

（
4
） 

「
西
京
神
人
御
補
任
之
事
」
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）『
北
野
天
満
宮
史

料　

目
代
日
記
』。

（
5
） 

「
社
人
連
氏
」
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
二
月
九
日
〔
本
郷
家
文
書
一

号
〕。

（
6
） 

「
新
長
谷
寺
観
音
堂
引
直
し
願
」
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六
月
〔
本
郷

家
文
書
一
二
八
〕、「
長
宝
寺
普
請
願
」
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
二
月
十
二

日
〔
本
郷
家
文
書
一
九
五
号
〕。

（
7
） 

『
実
隆
公
記
』
文
明
十
五
年
九
月
八
日
条
「
則
詣
西
京
新
長
谷
観
□〔
音
〕」。

（
8
） 

「
西
京
惣
使
日
記
」
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）『
北
野
天
満
宮
史
料　

古

文
書
』。

（
9
） 

「
社
人
連
氏
」
慶
長
七
年
二
月
九
日
〔
本
郷
家
文
書
一
号
〕。

（
10
） 

「
京
都
坊
目
誌
」
上
京
第
十
学
区
之
部
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
刊
、

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
八
巻　

臨
川
書
店
。

（
11
） 

た
だ
し
、
本
文
書
前
半
部
に
は
「
安
楽
寺
」
は
「
北
野
祢
宜
中
支
配
」

と
の
記
述
も
あ
り
、
近
世
に
お
け
る
社
人
の
「
祢
宜
」
号
の
使
用
は
定
か

で
は
な
い
が
、そ
れ
が
社
人
に
代
わ
る
称
号
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
後
掲
【
史

料
17
】〈
明
治
二
年
〉）、
本
文
書
の
成
立
年
代
は
明
治
期
と
も
推
定
で
き

る
。

（
12
） 

『
京
都
市
の
地
名
』
平
凡
社
。

（
13
） 

「
京
羽
二
重
」
巻
二
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
刊
、『
新
修
京
都
叢
書
』

第
二
巻　

臨
川
書
店
。

（
14
） 

「
都
す
ゞ
め
案
内
者
」
上
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
刊
、『
新
修
京
都

叢
書
』
第
三
巻　

臨
川
書
店
。

（
15
） 

「
雍
州
府
志
」
巻
五
寺
院
門
下
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
、『
新
修

京
都
叢
書
』
第
一
〇
巻　

臨
川
書
店
。

（
16
） 

「
拾
遺
都
名
所
図
会
」
巻
一　

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
、『
新
修
京

都
叢
書
』
第
七
巻　

臨
川
書
店
。「
山
州
名
跡
志
」
巻
之
八
、
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）
刊
、『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
五
巻　

臨
川
書
店
。「
山
城
名

跡
巡
行
志
」
第
一
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
刊
、『
新
修
京
都
叢
書
』
第

二
二
巻　

臨
川
書
店
。

（
17
） 

「
京
都
坊
目
誌
」
上
京
第
十
学
区
之
部
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
刊
、

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
八
巻　

臨
川
書
店
。

（
18
） 

「
長
宝
寺
普
請
願
」
文
政
五
年
二
月
十
二
日
〔
本
郷
家
文
書
一
九
五
号
〕。

こ
の
ほ
か
に
も
、文
政
年
間
の
指
図
は
三
点
確
認
で
き
る
。〔
本
郷
家
文
書

一
九
七
号
・
三
九
三
号
・
二
七
七
号
〕。

（
19
） 

安
楽
寺
・
東
光
寺
も
北
野
御
供
所
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
本
郷
家
文
書

一
四
八
・
二
二
七
号
〕。

（
20
） 

「
長
宝
寺
建
立
由
緒
書
上
」（
近
世
後
期
）〔
本
郷
家
文
書
二
八
五
号
〕、

後
掲
【
史
料
12
】。

（
21
） 

「
大
将
軍
村
家
数
間
尺
改
帳
」
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
七
月
〔
本
郷
家

文
書
五
五
三
号
〕。
同
史
料
は
、『
史
料
京
都
の
歴
史
6　

北
区
』「
大
将
軍

村
」（
平
凡
社　

平
成
五
年
）
第
二
五
号
と
し
て
所
収
・
翻
刻
。
同
史
料
に

は
本
郷
晴
之
丞
を
「
愛
宕
奉
公
人
神
主
」、本
郷
伝
内
も
「
神
主
」
と
し
て

記
載
し
て
い
る
。こ
れ
は
三
枝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に﹇
三
枝
二
〇
一
一
﹈、

西
京
神
人
（
社
人
）
が
祈
祷
を
職
掌
と
し
て
い
た
表
記
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
22
） 

「
諸
保
神
供
所
普
請
願
に
つ
き
取
替
証
文
」宝
暦
七
年
二
月（
一
七
五
七
）

〔
本
郷
家
文
書
一
四
五
号
〕。
同
史
料
は
、『
史
料
京
都
の
歴
史
6　

北
区
』

「
大
将
軍
村
」（
平
凡
社　

平
成
五
年
）
第
三
〇
号
と
し
て
所
収
・
翻
刻
。

（
23
） 
「
宗
門
人
別
改
帳
」〔
本
郷
家
文
書
〕
四
〇
二
号
〜
四
二
六
号
。



「
西
京
七
保
」
御
供
所
の
近
世　
　

高
橋　

大
樹 

一
四
五

（
24
） 

「
留
主
居
差
入
証
文
」
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
十
一
月
〔
本
郷
家
文
書

一
九
四
号
〕。

（
25
） 

「
宗
門
人
別
改
帳
」享
和
二
年（
一
八
〇
二
）九
月〔
本
郷
家
文
書
四
一
三

号
〕。

（
26
） 
選
佛
寺
は
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
寺
院
。
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）、仏

日
が
洛
西
念
仏
寺
の
譲
与
を
受
け
た
仏
日
が
改
宗
し
現
在
地
に
移
転
し
た

（「
京
都
坊
目
誌
」
上
京
第
十
学
区
之
部
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
刊
、

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
八
巻　

臨
川
書
店
）。

（
27
） 

「
留
主
居
寺
預
り
証
文
」
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
三
月
〔
本
郷
家
文
書

二
〇
七
号
〕。

（
28
） 

北
野
社
御
供
所
八
嶋
屋
は
、膝
下
西
京
よ
り
貢
納
さ
れ
る
御
供
を
調
進
・

支
配
し
、
そ
れ
は
御
子
・
宮
仕
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
詳
細
は
拙
稿

参
照
﹇
高
橋
二
〇
一
〇
﹈。
な
お
、
炊
く
・
織
る
・
縫
う
と
い
っ
た
職
掌
に

関
し
て
は
、
西
口
順
子
氏
論
文
﹇
西
口
二
〇
〇
六
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
29
） 

同
史
料
は
、『
史
料
京
都
の
歴
史
6　

北
区
』「
大
将
軍
村
」（
平
凡
社　

平
成
五
年
）
第
二
九
号
と
し
て
所
収
・
翻
刻
。

（
30
） 

「
諸
保
神
供
所
普
請
願
に
つ
き
取
替
証
文
」
宝
暦
七
年
二
月
〔
本
郷
家
文

書
一
四
五
号
〕。

（
31
） 

「
諸
保
神
供
所
普
請
願
に
つ
き
取
替
証
文
」
宝
暦
七
年
二
月
〔
本
郷
家
文

書
一
四
六
号
〕。

（
32
） 

「
諸
保
神
供
所
普
請
願
に
つ
き
取
替
証
文
」
宝
暦
七
年
四
月
〔
本
郷
家
文

書
一
四
七
号
〕。

（
33
） 

「
社
人
連
氏
」
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
二
月
九
日
〔
本
郷
家
文
書
四
八

号
〕、「
同
」
延
享
三
年
（
一
七
五
六
）
二
月
九
日
〔
本
郷
家
文
書
四
九
号
〕。

（
34
） 

「
安
楽
寺
留
主
居
証
文
」
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
七
月
〔
本
郷
家
文
書

四
三
八
号
〕。

（
35
） 

「
御
供
所
安
楽
寺
留
主
居
引
請
証
文
」
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月

〔
本
郷
家
文
書
一
六
一
号
〕。

（
36
） 

「
西
京
北
町
安
楽
寺
門
守
部
屋
引
取
證
文
」
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
七

月
〔
本
郷
家
文
書
二
〇
二
号
〕。

（
37
） 

「
東
光
寺
門
主
役
請
状
」
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
五
月
三
日
〔
本
郷
家

文
書
一
六
三
号
〕。

（
38
） 

「
東
光
寺
借
家
引
取
請
状
」
文
化
五
年
三
月
〔
本
郷
家
文
書
二
二
七
号
〕。

（
39
） 

「
銀
子
借
用
願
」
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
七
月
〔
本
郷
家
文
書
一
六
六

号
〕。

（
40
） 

「
北
野
天
満
宮
御
供
所
西
京
北
町
安
楽
寺
繕
普
請
御
願
」
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
二
月
八
日
〔
本
郷
家
文
書
一
四
八
号
〕、
文
政
三
〜
四
年
の

安
楽
寺
建
物
大
破
・
修
復
に
関
す
る
訴
願
史
料
〔
本
郷
家
文
書
二
二
一
号

ほ
か
〕。

（
41
） 

「
北
野
旅
所
境
内
門
守
部
屋
造
作
御
願
」
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
八
月

〔
本
郷
家
文
書
一
三
六
号
〕。

（
42
） 

本
郷
家
文
書
の
中
に
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
月
に
「
天
神
御

供
所
西
京
新
長
谷
寺
」
の
「
観
音
守
り
」
で
あ
っ
た
直
心
が
、
観
音
堂
の

造
作
・
拡
張
を
京
都
町
奉
行
へ
願
い
出
た
文
書
が
あ
る
〔
本
郷
家
文
書

一
二
八
号
〕。
こ
の
訴
願
は
直
心
以
外
に
も
、
東
隣
の
者
、
組
・
年
寄
・
庄

屋
が
連
名
で
訴
願
し
て
い
る
。
本
郷
家
に
当
文
書
が
残
る
経
緯
は
不
明
だ

が
、
本
郷
家
が
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
郷
家
文
書
の
分
析
を
通
じ
て
見
出
せ
る
社
人
〔
神
人
〕
の
訴
願
や
由
緒

を
含
め
た
史
料
論
の
検
討
は
後
日
を
期
し
た
い
。

（
43
） 

「
掟
」
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
〔
本
郷
家
文
書
三
九
九
号
〕。
こ

こ
で
は
「
禰
宜
家
年
番
」
と
し
て
社
人
ら
が
連
署
し
、
本
社
参
拝
・
定
式

の
集
会
へ
の
参
加
、
ま
た
禰
宜
家
互
い
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

（
44
） 
「
宗
旨
請
状
」宝
暦
七
年
八
月〔
本
郷
家
文
書
四
四
一
号
〕。
こ
れ
は『
北



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 

一
四
六

野
誌
』
お
よ
び
【
史
料
3
】
に
記
さ
れ
る
「
西
京
七
保
」
の
う
ち
の
成
願

寺
と
は
異
な
る
寺
院
で
あ
る
。

（
45
） 

「
京
都
坊
目
誌
」
上
京
第
十
学
区
之
部
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
刊
、

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
八
巻　

臨
川
書
店
。
な
お
、
現
在
長
宝
寺
は
、
浄

土
宗
成
願
寺
（
大
将
軍
西
町
）
境
内
に
「
長
宝
堂
」
と
し
て
存
在
し
、
そ

の
額
に
は
「
洛
陽
廿
九　

長
宝
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
参
考
文
献
〕

網
野　

善
彦　

一
九
九
五
「
西
の
京
と
北
野
社
」『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』
筑

摩
書
房
（
初
出
一
九
九
一
）

小
野　

晃
嗣　

一
九
八
七
「
北
野
麹
座
に
就
き
て
」『
日
本
中
世
商
業
史
の
研

究
』
法
政
大
学
出
版
局
（
初
出
一
九
三
二
）

貝　

英
幸　
　

二
〇
〇
三
「
応
仁
文
明
乱
後
に
お
け
る
膝
下
領
の
支
配
と
そ
の

変
質
」『
鷹
陵
史
学
』
第
二
九
号

貝　

英
幸　
　

二
〇
〇
四
「
中
世
末
期
村
落
の
変
質
と
祭
礼
」『
京
都
民
俗
』
第

二
〇
・
二
一
号

川
井
銀
之
助　

一
九
三
四
「
北
野
天
満
宮
と
七
保
御
供
所
攷
」『
史
迹
と
美
術
』

第
四
一
・
四
二
号

高
橋　

大
樹　

二
〇
一
〇
「
中
世
北
野
社
御
供
所
八
嶋
屋
と
西
京
」
日
次
紀
事

研
究
会
編
『
年
中
行
事
論
叢
―
『
日
次
紀
事
』
か
ら
の
出
発
』
岩
田
書
院

竹
内　

秀
雄　

一
九
六
八
「
北
野
社
の
神
人
」『
天
満
宮
』
日
本
歴
史
叢
書
、吉

川
弘
文
館

西
口　

順
子　

二
〇
〇
六
「
巫
女
の
炊
事
と
機
織
り
」『
中
世
の
女
性
と
仏
教
』

法
蔵
館
（
初
出
一
九
九
〇
）

三
枝　

暁
子　

二
〇
一
一
「
北
野
社
西
京
七
保
神
人
の
成
立
と
そ
の
活
動
」『
比

叡
山
と
室
町
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
（
初
出
二
〇
〇
七
）

【
附
記
】
本
稿
は
、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
研
究
班
の
研
究
成
果
で
あ
り
、
公
益
法

人
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
会
に
て
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
成
稿
し

た
も
の
で
す
。
ご
助
言
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
郷
家
文
書
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
様
か
ら
御
許
可
・
御
配
慮
い

た
だ
き
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
辻
真
澄
氏
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
タ
カ
ハ
シ　

ヒ
ロ
キ　

嘱
託
研
究
員
）


